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 第一章　　　出会い



  
　桜の花びらが風に煽られて並木道を舞っている。

　九段にある入学式会場を後にして長い行列がお茶の水にある大学のキャンパスに続いている。周囲には華やかな服装の、喜々とした希望に満ちた表情の若者たちで溢れていた。

　やがて明応大学の正門をくぐると、大きな太鼓の音、吹奏楽部の演奏に乗ってチアリーディング部と応援団が新入生歓迎の演武を行っており、そこに沢山の人だかりがあった。

　その人波の中を横目に見ながら一人の青年が歩いている。








　僕は今日から大学生になる。

　しかし別にドキドキもワクワクもしてはいなかった。今日から始まる大学生活が僕の将来にとって、どんな影響をもたらしてくれるのかだけが唯一の興味といえるだろう。

　チアリーディング部の演武を見るためにたまっている人ごみを抜け、やっと一息入れられると思ったのもつかの間、新たな人の波に飲み込まれた。

「演劇サークルです、演技に興味ありませんか？」

「プロレス同好会です、お兄さんいい体してるね、やってみない？」

　キャンパス内では新入生だと見える若者たちに次々と勧誘の声が掛っていた。

　僕にも同じ様に幾つかのサークルが群がってきた。

「興味ありません」

　無愛想に断りながら僕はガイダンスの行われる十二号館を目指した。

　校内はかなり広く、掲示板などの案内図を見ながらでないと、慣れていない人には非常に複雑な作りになっていた。

　大学によっては、学年や学部によってキャンパスが別れていたりするが、この大学は農学部・理工学部の特殊な学部を除いて全ての学年、学部が同じ敷地にあるからだ。

　ようやく人ごみから解放されかけた頃、またしつこい勧誘の声が後ろから聞こえてきた。

「テニスサークルです、テニスやってみませんか？」

「興味ありません」

「お兄さん、かっこいいからモテますよ」

　僕はあまりのしつこさに苛立ってきて、声を張り上げた。

「だから興味ないって！」

　そう叫んで振り返った瞬間、僕の目に映った顔は見慣れた顔だった。

「よっ」

　一人の青年が満面の笑みで立っていた。

「何だ、一弥か」

　僕はその顔を見てこの面倒に歩いてきたイライラも少し和らいだ。

　彼の名は高橋一弥。小学生の時以来ずっとそばにいる僕の幼馴染だ。

　一弥が右手を頭の上で構えた。僕はその手に自分の手をパチンと当てそのままがっちり握手をした。

「一弥、遅いぞ｣

「遅いぞって・・・こんな人が集まる場所で待ち合わせようなんて言うから探したんだぞ｣

「ごめんごめん、まさかこんな状態だなんて思わないからさ｣

「確かに」

　僕達は先を急いだが、一弥が周りをキョロキョロしながら歩いていたのでその度に勧誘につかまっていた。

「お前、相変わらずだな」

「せっかくの大学生活、可愛い子探して楽しいキャンパスライフを送らなきゃ損だろ」

「学生の本分は勉強だろ、遊んでたらいいとこに就職できないぞ」

　一弥は口を尖らせながら言い返してきた。

「お前は相変わらず固いな、女に興味無いんなら応援団にでも入ってろ」

　僕たちは他愛のない会話をしながら新入生のガイダンスが行われる十二号館の教室に向かった。

　そこで僕は運命的な出会いをするのだった。

　教室につくと僕たちは中央の席に並んで座った。会場は５００人は入れるだろう広い講堂だ。

　やがて教室は新入生で埋め尽くされ、学部長の挨拶からガイダンスが始まった。初めは真面目に聞いていた学生たちはだんだん集中力を失い、机の陰で携帯電話を触りだす者、隣の生徒と筆談を始める者も出始めた。

　僕もノートを取ることに飽き、机に肘をつき、ふと窓の方を見た。

　その瞬間に僕の心臓が高鳴った。

　僕の視線の先には白いワンピースに身を包み、顔に掛った長い黒髪の隙間から見える綺麗な口元、その長い髪をかきあげた時に澄んだ瞳が見えた時、すでに僕は彼女にくぎ付けになっていた。

｢なあ、恵介｣

　一弥も退屈になったのか、ひとつ伸びをして隣にいる僕に小声で話しかけた。

「恵介」

一度呼ばれた時に僕は気が付かなかったようで、一弥が僕の方に乗り出してきた。

「ん？　ああ、どした？｣

　僕はふと我に返り、平静を装ったが、一弥にはお見通しだった。

「あの子か？」

　一弥は目線を彼女に向けつつ指を指した。

「やめろよ」

　僕は一弥の手を叩きおとして机の陰で腹にパンチを入れた。

　一弥は一瞬咳込んだが、僕の方をニヤニヤしながら見て言った。

「恵介もついに女の子に興味を持つようになったか、よし、俺に任せとけ」

　僕の肩を抱いて小さな声で一弥が囁いた。

　一弥はこういうときの腰がすごく軽い。単にお調子者だっていう方が合っているのかもしれない。

　その後の時間僕は照れ隠しでノートを取りつつも、外を見る振りをして彼女を見つめていた。




　ガイダンスが終わってそれぞれが席を立ち、退出しはじめた。

　彼女も教室を出ようとしたので一弥が彼女を追いかけた。

　しかし廊下に出た瞬間、廊下にはまた人だかりが出来ていた。ガイダンスが終わって一応の入学初日の日程が全て終了した新入生を狙った勧誘合戦だ。

　各サークル・部活のユニホームを着た人たちが新入生の足を止め、通路は人の山で前に進むのも困難になった。

　僕たちは先を急ごうと人ごみを掻き分け彼女の姿を探した。

しかし全く前に進む事が出来ず、人の波に飲み込まれてあっという間に僕は彼女を見失うどころか一弥ともはぐれてしまった。

　なんとか外に出た僕は大きく深呼吸をして一旦落ち着いた。広場にも看板やその競技特有の道具や衣装に身を纏った上級生たちが所狭しと動いていた。

「恵介、こっちこっち｣

　その時僕を呼ぶ一弥の声がした。

　僕は人ごみを抜けてその方向へ向かった。苦労してそこにたどり着いた僕は落胆した。

　一弥の横に目線を移すとそこにはさっきの女の子の姿はなく、見たことのない女子に囲まれている一弥の姿だけだった。一弥の右手にはラケットが握られ、両サイドにはユニホーム姿のテニスサークルの女子が一弥をほめちぎっていた。

　ぼくは静かに一弥に近づき、一発頭にチョップを入れ、ラケットを奪い女子に渡し、一弥の右手を引っ張った。

「めんごめんご」

　お調子者の一弥は舌を出しておどけて見せた。

「まったく」

　まあ、そんないい加減な事もよくやってふざけているが、一弥は憎めないキャラクターだ。

　僕達は少し疲れたのでベンチで休憩することにした。

「あの子、見失っちゃったな～」

　そういうと一弥はベンチに深く腰掛け、伸びをした。

「まあ、しょうがないわ、ってゆうか俺そんな本気でもないし」

「またまた、さっき目がハートになってたぜぇ」

「やかましいわ」

　笑いながら僕も隣に座り伸びをした瞬間、僕達は後ろから肩を掴まれた。

　僕達はびっくりして同時に振り向いた。

「やっぱりお前らか～、久しぶり～」

　ベンチの陰からその声の主が立ち上がり、僕らは見上げた。

「でかっ」

　男は１９０ｃｍ以上あるだろうか、僕達を見おろして満面の笑みを見せた。

　しかし、僕と一弥はその相手が誰なのか認識できず、少しの間沈黙が流れた。

「吉田先輩？」

　僕は記憶のメモリーをフル回転させてふと浮かんだ名前を言った。その名前に反応した一弥が言った。

「えっ、あの補欠の？」

　一弥が言った瞬間僕は割って言った。

「吉田先輩、この学校だったんですね～」

　僕は一弥の失礼な言葉をかき消すように苦笑いしながら言った。

「それはこっちのセリフだぜ、良かった、お前らが来てくれて」

　吉田先輩は気になっていない様子で満面の笑みでポーズを決めた。

「えっ？」

「かつて嶺南高校の秘密兵器と言われたこの吉田広樹、今はこの明応大学、第十三サッカーサークル、明応ベリクスの主将をしている」

　吉田先輩は誇らしげに胸を張り、爽やかでもない表情で語った。

「吉田先輩ってほけ・・・いや、俺たちが一年の時に三年だから、まだ三年ですよね？」

　一弥が言葉を選びながら言った。

　しかし吉田さんはそんな事は気にせず、どんどんテンションが上がって雄弁に語った。

「うちはメンバーが少ないから俺が去年からキャプテンなの、もう皆に頼られちゃって」

「へー、大変すね」

　一弥が哀想のない返事を返した。

　吉田先輩は「キャプテン」という響きが好きらしく、その言葉を発しては自分に酔っていた。

　僕はそんな吉田さんの楽しそうな顔を見ながら、高校時代を思い出した。

　正直に言うと、僕には吉田さんの選手としての記憶はなかった。一弥の言うとおり彼は万年補欠で三年間ベンチにも入ったことがなかったからだ。

　僕は入学した時からメンバーに入っていたが、吉田さんはいつもグランドの外で球拾いや雑用をしていた。

　でも腐ることなく、後輩の僕達にも真摯に向き合ってアシストをしてくれていたから僕の記憶にはこの吉田さんの人柄ははっきりと刻まれていた。

「いやー、俺の苦労は今日実ったよ、エースストライカーと守護神を同時にゲットだぜ！」

　御機嫌の吉田さんは再び僕達の肩を叩きながら、嬉しそうに言った。

「吉田さん、俺たちは女の子と触れ合える・・・」

　一弥が話すのを無視して吉田さんは両手で僕の両肩を掴み、真っ直ぐな目で僕を見て言った。

「恵介、入ってくれるだろ？」

「サッカーはもうやりません」

　僕はその真っ直ぐな目線から少し外して答えた。

「どうしてだよ、神奈川に水嶋ありとまで言われた男が」

「吉田さん、実はこいつ」

「一弥！」

　僕は声を少し荒げて言った。一弥もしまったという表情で僕を見た。

　僕と一弥は高校時代、神奈川の嶺南高校でサッカーをやっていた。僕はエースストライカー、一弥はゴールキーパーとして冬の選手権予選の神奈川県大会で準優勝していたのだ。だから地元ではそれなりには騒がれていた。

　でも僕はサッカーを高校までと決めていたので進学も推薦を断って一般受験でこの大学を選んだのだ。

　そんな重い空気の僕達を遠慮がちに見ていたが、諦めのつかない吉田さんが続けた。

「まあ、新歓コンパだけでも来いよ、この学校のこと色々教えてやる」

「結構です」

　僕はすかさず返事をした。

「サークルは入っておいた方がいいぞ、就職にも有利だし」

「気合と根性は今時流行んないですよ」

　僕の気持を汲んでくれた一弥が吉田さんに少し冷たく言った、これで諦めてくれるだろう、と思った瞬間。

「今年マネージャーもかわいい子入ったのにな～」

　吉田さんは少し小声で振り向きざまに言い捨てた。

　これに一弥がまんまと反応した。これは一弥の性格を知っていた吉田さんの仕掛けた罠だった。

「行きます！恵介と、新歓コンパ、行きます！」

　と、想像通りに引っかかった一弥をみて僕はため息が出た。

　そういうと一弥は僕の腕を掴んで吉田さんの後をついて行った。

　いつの間にか空は夕闇に包まれ、少し肌寒くなってきた。

　でも、この大学で吉田さんと再会できたという出来事は正直僕にとって嬉しかった。

　吉田さんと２年ぶりに再会し、浮かれた彼の後を歩きながら、僕達は当初の目的を忘れてしまっていた。

　しかし教室で見た彼女と再開するチャンスはすぐにやってきたのだった。




　そのまま僕達はサークルの新歓コンパの会場に連れて行かれた。

　全部で三十人はいるだろうか。居酒屋にはたくさんのメンバーが集まっていた。

　その雰囲気は、サッカーというスポーツではあるが、体育会系とは少し違った。部活だと経験者やさらに上を目指す環境にいるため、厳しいイメージだが、店にいるメンバーからは、そんな印象は受けなかった。

　僕は辺りを見回しながらこんな大所帯だったんだと感心していると隣に吉田さんが座った。

｢ほとんど幽霊部員でこういう時しか来ないんだ｣

　そういうと吉田さんは立ち上がり、全員の注目を集めた。

「本日は、明応大学第十三サッカーサークル、明応ベリクスの新歓コンパにお集まり頂き、誠にありがとうございます。」

　吉田さんの挨拶が始まると、周りから野次が飛び交った。

「挨拶長げーよ」

「ビールがぬるくなっちまう」

　皆に茶化されて吉田さんも言いたいことを半分まで言ったところで挨拶を諦め、乾杯の音頭をとった。

「それでは、カンパーイ！」

　皆それぞれに酒を飲み始め、喋りたい事を喋りだしたが、やはり僕は気分が乗らなかった。

　隣の一弥が僕にグラスを渡し、小さくそれをカチンとぶつけた。

「まあまあ、今日ぐらいは付き合ってやろうぜ」

「・・・ああ」

　僕は暫くグラスを見つめていると、後ろから急に襟首を掴まれた。

「ちょっとー、こんなところにイケメンがいるじゃないのよー」

　顔を真っ赤にした女子が一弥を弾き飛ばして僕の隣に割って入ってきた。その女子は僕の顔をじっくりと見ると急にびっくりした表情になった。

「私、あなたのこと知ってるわ、神奈川嶺南の水嶋恵介くんでしょ？」

　余りの大声で会場が一瞬ざわついた。

　その声の大きさというよりは、僕の名前を聞いたサークルメンバーのざわめきだった。

「私、脇坂由美、ユーミンって呼んでいいわ、特別よ、只今彼氏募集中」

　脇坂は酒に酔っているのか一方的に僕に語りだした。そのしつこさにちょっとイラッとした時、もう一人僕に話しかける声がした。

「ねえ水嶋君、まだ入部届け出してないの？」

「ああ、うん」

　顔を上げるとそこにいたのはあのガイダンスの時に見た黒髪の女の子だった。

　僕はドキッとして、一瞬固まった。

「どうして？」

　彼女は真っ直ぐな目で僕を見た。

「俺、サッカーやめたんだ」

　僕はどきどきしながらもはっきりと答えた。

　しかし彼女は僕の答えを無視するかのように続けた。

「またやればいいじゃない」

「男が一度辞めるって言ったものを簡単に覆せるかよ」

「なんで？　いい選手だったんでしょ？」

　彼女は僕の事を知っているのか知らないのか、僕の話を聞かずに話し続けた。

「こいつさ」

「一弥！」

　一弥が間に入ってきてその理由を言おうとした時、脇坂が喋りだした。

「私知ってるわ、恵介、県大会の決勝で最後のＰＫ外してそれから皆から離れるようになったって嶺南通ってた友達に聞いた。自分のせいで負けたって責任感じてるんでしょ」

「そんなんじゃないよ」

　僕は言われた事が少なからず当たっていた部分もあったので一言だけ言い返した。

「なんだ、そんなことか」

　するとあの彼女が思いがけない言葉を言った。

「は？」

「言ったら悪いけど、嶺南って水嶋君のワンマンチームだったじゃない」

「あの、俺も一応・・・」

　一弥が入ろうとしたが、彼女はそれを遮って続けた。

「あなたがいなかったら全国どころか決勝に行く前に負けてるって」

　彼女は笑顔で言った、悪気は全くなかったのだろう。

「それはまあ、そうだな」

　一弥はあっさり彼女の言葉を受け入れた。

「ＰＫを外すことが出来るのは、ＰＫを蹴る勇気があるものだけだ」

「なんだよそれ」

「イタリアの至宝、ファンタジスタの象徴、ロベルトバッジオの言葉でしょ、知らないの？」

「知ってるよ、何だよってのはどういう意味だよってことだよ」

　僕は彼女の言葉にだんだん頭に血が上ってきた。

　僕がＰＫを外したのは事実だが、チームが勝ちあがったのは皆の力があってこそだったのを否定されたからだ。

　そのあと一弥の説明で僕が大会中削られて怪我をテーピングでごまかしながら戦っていた事を説明した。

　しかしそれも彼女は一蹴した。

「話にならないわ」

　僕はいよいよ頭に来た、初めは彼女に対してのドキドキがあったが、今はイライラ感で一杯になった。

「怪我をおして強行出場した大事な試合でＰＫ外した位でいつまでも悲劇の主人公面してるだけじゃない」

「なんだとさっきから」

「もう怪我は治ってるんでしょ！」

「治ってるって言っても手術したんだ、完治しても全盛期の力まで戻らない」

「プロになるわけじゃないんだしサークルでサッカーやる程度なら十分じゃない」

「ベストプレイが出来ない選手の悔しさは君にはわからないよ」

　ここまで言ったらさすがに彼女も納得してくれると思った。

　しかし彼女は更に言い返してきた。

「ベストのプレイが出来ないなら別のテクニックを磨けばいいじゃない、頭悪いんじゃないの」

　酒の力もあって彼女の語気も荒くなってきた。

「何よ、足がちぎれた、走ったら死にますじゃないくせに、五体満足ならただの不完全燃焼の言い訳じゃない！」

　周りがざわついてきた。

　テーブルの向こうでは吉田さんが他の部員に背中を押されて仲裁に入るように施されている。

「人の気も知らないで、最低の女だな」

「あんたこそ最低の男ね。世の中にはね、スポーツがやりたくたってどうしても出来ない人だっているんだよ」

「わかってるよ」

「わかってない！」

　そういうと彼女は急に僕の顔にグラスの中身をぶちまけた。

「恵介！」

　僕もさすがに限界が来て彼女に一歩踏み出した瞬間一弥が腰にしがみついた。

　それと同時に慌てて吉田さんが間に入った。

「どうしたんだよ二人とも」

「恵介が熱くなっちゃって」

「そんなんじゃねえよ」

　一弥にしがみつかれながら僕は語気を荒げた。今までずっとやってきたサッカープレイヤーとしての自分を完全否定されたからだ。

「まあまあ、彼は大事なうちのエースなんだから」

　吉田さんは優しく彼女をなだめるように言ったが、彼女ももう完全に頭にきている。

「何がエースよ、この人は駄目ね、負け犬根性が抜けてないもの、そっちのゴールキーパー君の方がよっぽどましね」

　一弥も空気を和まそうとおどけて見せたが、それでも緊迫した空気は変わらなかった。

　頭に血が上った僕は彼女に語気を荒げていった。

「訂正しろ、俺は負け犬じゃない」

「じゃあ証明して見せなさいよ」

　お互いの怒りのゲージは同じくらいに達していてもうああ言えばこういう様な状態になっていた。

「わかったよ、入部してやるよ！学内予選で優勝したらさっきの言葉、訂正して謝れよ」

　僕も怒りが頂点に達し、自分でも何を言ったのかその時はわからなかった。僕の発したその一言で周りがざわめきしだした。

「ふん！」

　彼女もどういうテンションでいればいいのかわからず、そっぽを向いた。

　そこに吉田さんが空気を一変させる口調で言った。

「はい、水嶋恵介君、入部決定！」

「へ？」

　会場が一気に盛り上がった。売り言葉に買い言葉だったが、僕が入部を宣言したからだ。

「いやー恵介、俺は嬉しいぞ、またお前とサッカー一緒に出来て」

　吉田さんは彼女に目を配って言った。

「勝手にしなさいよ」

　彼女は腕組みをして言った。

「何だとこの野郎」

　僕は一歩彼女に詰め寄った。

「女の子に向かって野郎とは何よ、この野蛮人」

　僕を一弥が、彼女を脇坂が後ろから羽交い絞めにして止めに入った。

　また言い合いが始まったのを見て吉田さんが焼酎の瓶を誰かから受け取り、僕に渡した。

「まあまあ、恵介、景気づけに一杯」

　僕はもう何がなんだかわからず、焼酎を一気飲みした。

　そのあとの記憶はほとんどない。気がつくと僕は一弥に自宅まで連れて帰られていた。

　あのガイダンスで見た彼女と初日から大喧嘩。運命的な出会いと思いきや、最低な一日を過ごしたと僕は薄れゆく記憶の中で振り返った。

　一つだけ気になったことは、結局彼女の名前はなんて言うんだろう、ということだった。










　週が明けてからサッカーの練習が始まった。

　うちの大学は運動部系の活動が盛んな為、運動部、サークルなどで使える運動スペースは結構な広さがあった。基本週３回の練習で、学校のグランドが使えない時は区の施設などを借りている。

　練習初日、一弥と早く合流して二人でストレッチをした。

　メンバーがまだ到着していなかったから、僕達はマイボールを使ってロングキックをやり合い、アップ代わりにした。

　ボールを蹴るのは久しぶりだったが、体もしっかり反応していた。何より、やっぱり思いっきりボールを蹴れることがとても気持ち良かった。

　アップは段々エスカレートして来て近距離でのシュート、一弥のキャッチ練習だ。一弥が転がしてきたボールをノートラップで低い弾道で蹴り込んだ、それを一弥がダイブしてパンチング。

　ボールが転がっていった先でそれを見ていた吉田さんはじめ、チームのメンバーが唖然としていた。

「け、恵介、やっぱりお前凄いわ」

　吉田さんが興奮して駆け寄ってきた、他のメンバーには俺がこいつの先輩なんだぞ、というアピールは十分した後のようだった。

「まだまだいけますよ」

　一弥が調子よく言った。

「よし、今年こそは一回戦突破、いや、ベスト16を、いや・・・」

　吉田さんが興奮して語りだしたがまた他のメンバーから野次が飛んだ。

　このチーム、とてもいい雰囲気のチームだ。

　一弥が僕のお尻を強く叩いた、無言のエールだ、そして初日の練習が始まった。

　新歓の時に吉田さんが言った通り、人数は少なかった、でも皆上手くはないが、サッカーを大好きで一生懸命楽しそうにプレイする人たちばかりで僕も嬉しくなった。

　練習がひと段落して休憩に入った。マネージャーたちがドリンクやタオルを皆に配った。

　僕の視線の先にはあの子がいた。

「ほら、沙織！」

　脇坂があの子の背中を押して名前を呼んだ。

　彼女はちょっと目線を反らしながら僕にドリンクを渡した。

「私、清水沙織、こないだはごめんね・・・」

　僕もあのときは酒が入っていたし、ちょっとやけになっていたから気まずさは残っていた。二人の間に微妙な空気が流れた時、僕のお尻を再び一弥が強く叩いた。

「ピピピ、ノーサイド」

　一弥がそう言うと、脇坂が一弥のお尻を叩いた。

「あんたそれラグビーじゃない！」

　テンポの良さに周りも笑いに包まれた。

　僕は沙織からドリンクを受け取った。

「こっちこそごめん、水嶋恵介です」

　僕達は握手して仲直りをした。

　遠くで吉田さんがよしよし、とうなずいていた。

　その日は練習初日ということもあって早めに終了して再び皆で飲みに行った。







　僕は一弥と同じクラス、沙織と脇坂は別のクラスだったが、学部は同じだったから履修が幾つか重なっていた。同じ授業の時は毎回固まって授業を受けるようになった。

　出逢いでは大喧嘩をしたが、同じ授業を受けて、練習へ行く。一緒に過ごす時間が増えるとともに段々沙織とも距離が近くなってきた。

　でも僕は心の中では沙織と呼び捨てにしているけど、面と向かっては【清水さん】と呼んでいた。

　初めてこの教室で見た印象は、物静かでお嬢様のような雰囲気を出していたけど、慣れてくるとその印象は変わっていった。

　僕がノートを取っていると横から落書きをしてきたり、居眠りをしていると肘をずらしてカクンと僕が起きるとケラケラに笑ったり、天真爛漫な性格を持っていた。でもしっかりしているところもあり、僕が疲れて居眠りをしている時はしっかりノートをとって後で見せてくれたりもした。一弥は適当に授業を受けていたが、脇坂は意外と真面目で、興味がある授業には鼻息を荒くしてノートをガリガリとっていた。お互いに突っ込んだり、頼り頼られての、そんな日々が続いていたので僕達四人はすぐ仲良くなっていった。

　ある日の練習帰りに一年生だけで近所のお好み焼屋に食べに行くことになった。

　学校から駅に向かう途中の商店街から一本裏道に入ったところにその店はある。

　目立つ通りから見ると少し暗い路地にある小さな店でテーブルが二つ、カウンターに８人ほど座ると一杯になるのでほとんどの客は常連さんらしい。

　この店はうちのサークルの代々受け継がれている憩いの場所でもある。吉田さんに紹介してもらってからは練習後に腹が減っているときよく通うようになっていた。

　一年生だけといっても活動しているのはたったの４人。僕と一弥、沙織と・・・脇坂だ。

こいつは相変わらず遠慮がない。焼けたばかりのお好み焼きを誰よりも先に手を付け、ほおばりながらいつもの調子で話し始めた。

｢恵介ってさ、なんかサッカーやってる時と普段全然違うよね｣

　まったく包まないでズケズケとよくしゃべる。

｢そう、こいつサッカー馬鹿だから｣

　僕の横にいるこいつもまた遠慮がない。横から口を出したのは一弥だ。

｢うるせーよ｣

　僕は言い返した。

　だけどたしかに僕はサッカー馬鹿かもしれない。

　物心ついた時からサッカーをやってきた記憶しかないし、尊敬する人は日向小次郎とキングカズだ。

　いままでそれしかやってこなかったから他に趣味は？　とか聞かれたら何も浮かんでこないんだろうな。

｢水嶋君てサッカー以外に好きなことってなに？｣

　そう思っているとき急に沙織から質問が飛んできた。

｢あの・・・そう、遊園地｣

　聞かれてとっさに出てしまった。

｢えー意外―｣

　脇坂が可愛くもない顔でぶりっこして言った。

｢あれ、お前遊園地好きだったんだ｣

　一弥、お前まで乗ってくるな、俺の気持を読んでくれ。

　一弥の言葉を聞いた沙織の目が輝くのを横目で見てしまった。

｢じゃあさ、今度の休みにみんなで遊園地いかない？　私富士急好きなの｣

　沙織がまるで子供がおねだりするように言った。

｢えっ清水さん遊園地好きなんだ｣

　嬉しそうに話す沙織があまりにも可愛かったから思わず僕の口から更に後押しする言葉が出てしまった。

｢もー、恵介！清水さんなんて呼ばないでよ、沙織でいいよ｣

　ぼくはドキッとした。

　なんの前触れもなく沙織は僕のことを恵介と呼び捨てにしたのだ。

横からもう一人。

｢じゃあ私も由美って呼んで｣

　また脇坂が調子に乗ってきた。

｢お前は脇坂だ｣

　間髪を入れずに素早く一弥が処理した。

｢なんでよ、沙織ばっかり｣

｢お前は脇坂ってキャラだから｣

　４人は大笑いした。

　そのあとも僕らは他愛もない話を延々としていた。そして僕の中で沙織との距離が少し縮まった気もした。

　僕はその夜ベッドに入り、いろいろ考えていた。

　そしてふと我に返った。

　来週遊園地に行かなきゃならなくなったのだった。しかも富士急・・・大丈夫かな・・・。

　寝る前に不安だけが残った。




　翌週の休日。

　朝から一弥の家に行き、おじさんの車を借りて二人で２４６を駒沢方面へ向かった。

　三茶で待っていた沙織と脇坂を乗せて高速に乗り中央道を目指した。

　車内で一番テンションが高かったのは一弥だった。運転しながらでもいろんな話を放り込んでくる。行きの道はほぼ一弥発信の話題で盛り上がっていた。

　都心の街並みがだんだん自然の景色に変わってきた

　車の旅が１時間ほど経って大月トンネルを抜けると目の前を通過した看板に目的地の

「河口湖インター10キロ」の表示も見えてきた。

「あっ」

　眠そうな、うとうとしていた沙織が声を上げ指で示した方向をみんなが見た。

「おおーすげー！」

さっきまで遠くに頭だけしか見えなかった富士山は目の前で圧倒的にそびえ立っていた。車内は一気に盛り上がったが、僕だけは違う意味でドキドキしてきた。

　ああ、ついに来てしまった。

　富士山が目の前ということは・・・ほら、ついに富士急が見えてきてしまった。

　僕の心はだんだん前に行きたがらなくなった。

「恵介、たのしみだね」

　沙織が満面の笑みで僕に言った。

「そ、そうだね」

　僕は誰が見てもわかるようなひきつった笑顔をしていたに違いない。

　やがて高速を降りて速度を落とした。車は富士急の駐車場に入っていく。休日の割に結構空いていた気がした。

　長旅を終えて車を降りると都心とは違うひんやりと澄んだ空気に一気に目が覚めた。深呼吸が心地よかった。

　チケットを買って入場すると、沙織が子供のように駆け足で走って行った。

　僕はその背中を見て覚悟を決めた。今日はせっかく沙織と一緒に遊べる日だ。楽しもう。

「あれ乗ろう」

　先頭を駆けていた沙織が振り返り、指差した先にはＦＵＪＩＹＡＭＡがあった。

　そうだ・・・楽しもう。

　ほんの数分並んで僕達の番になった、まさかの最前列だ。一番前に僕と一弥が座り、その後ろに沙織と脇坂が乗った。

　ベルトを締めると僕の心臓はドキドキし始めた。

　♪～。

　出発の合図が鳴ると滑車は動きだし、急な斜面をゆっくり登っていく。

「わー、すごい眺め」

「見て、沙織、富士山でかっ」

　後ろから沙織と脇坂がはしゃぐ声がする。

　どうしよう、目をつぶろうか、いや、そうすると余計怖くなるかも。

　結局僕も沙織たちと同じく遠くを、富士山だけを見るようにした。

　僕らを乗せた乗り物はついに斜面を登り切った。地上数十メートルの高さを平行に数メートル進んだ次の瞬間、富士山が視界から消えると一気に急降下して再び上昇。僕は呼吸もできず目の前に迫りくる地上をかすかに見た。

　その後の記憶はほとんどない。

　気がつくと最後のカーブを曲がってスタート地点に帰ってきた。

　自分で分かったことは、人間一定の恐怖を超えると笑いだすということだ。後ろには聞こえていなかったらしいが、一弥曰く、後半僕はずっと笑い続けていたそうだ。

　その後いくつかのアトラクションで遊んでいるうちにようやく園内も他のお客さんでにぎわってきた。

　ちょうど時間もお昼を過ぎたところだったので僕達はお昼ご飯を食べることにした。

　僕と一弥のテンションが上がった。

　女子二人が手作りの弁当を用意してきてくれたのだ。

　僕らは少し高い丘の上で目の前に聳え立つ富士山を見ながらご飯を食べた。

「いただきまーす」

「うまい！」

　一弥が唐揚げとおにぎりを両手で交互に口に運び喉に詰まらせた。

「やっぱりこういう場所ではおにぎりよね！」

　一弥にお茶を渡して沙織が言った。

　遠足で山登りをしたような、こんな絶景の中で食べるおにぎりは最高に美味しかった。

　おなかが一杯になって午後から目指したのはお化け屋敷。テレビでもよく宣伝している廃病院の中を二人一組になって歩いて行くやつだ。

　だんだん近づくにつれて子犬が散歩を嫌がるように止まったり、ペースが遅くなりつつも向かっている沙織がかわいかった。

　僕は沙織と、一弥は脇坂と行くことになった。

　懐中電灯を片手に最初のドアを開けるとひんやりとした空気と湿った感じが二人を迎え入れた。

　絶叫マシン好きの沙織も流石にこれは怖かったらしく、僕の左手を少し痛いくらいに握っていた。

　僕は恐怖よりも沙織に手を握られたそのドキドキのほうが強かった。

　歩き出してほんの数分、懐中電灯で照らしたその先に確実に何かがいる、と思った瞬間。

「ギャー！！」

　後ろから悲鳴が聞こえた。

「ゥギャー！！！！」

　脇坂の声に続いて一弥の声が。

　僕も内心は凄く怖くて叫びたかった。

　でも脇坂の絶叫した顔のほうがおばけより怖いだろう、なんて想像したら少し恐怖も和らいだ。

　手術室、病室・・・。

　ゆっくり僕たちは歩いて行った。

　どれだけの時間が経ったのかわからないが、ようやく出口が見えてきた。

　懐中電灯を係員に返し外に出ると僕の左手はいつのまにか自由になっていた。見上げると空はすこし暗くなってきた。

「ねえ、由美たち来ないね」

　後ろを気にして沙織が言った。

「中で腰抜かしてるんじゃないかな」

　しばらく待ったが二人がなかなか出てこないのが心配になって係員に聞いてみたらどうやら二人はあの悲鳴の後、別の出口からリタイヤしていたようだ。

　それを聞いた時、その画が浮かんで思わず噴き出した。

　それにしても連絡もないし見当たらない。僕は二人が気を使ってくれていたなんて気づいてなかった。

　暫く僕達は園内をぶらついた。

　そして沙織が言った。

「せっかくだからあれに乗ろう」

　沙織が指差したのは観覧車。

　軽い足取りの沙織の後を僕の足取りは段々重くなっていた。

　僕たちはゴンドラに乗りこんだ。二人きりの空間が空に向かって上がっていく。

　そして僕は無意識に無口になっていった。

　僕は左手で窓の縁にある鉄の棒を強く握りしめていた。

　・・・・・・。

　僕の異変に気づいたのか沙織が僕の隣に座ってきた。そして静かに僕の右手を握った。

「そういうことね」

　彼女は笑って僕の顔を覗き込むように言った。

　今度は僕が沙織の手を強く握っていた。

　僕は高所恐怖症だった。

「綺麗」

　沙織のやさしい声を聞いて僕は徐々に気持が落ち着いてきた。

　二人は夕焼けのオレンジから徐々に闇に消えていく富士山を並んで見ていた。

　10分間の二人だけの時間は終わりを迎えた。

「これで貸し借りなしね」

　地上に降りると沙織はいたずらっぽくニコッと笑って、小走りで坂を駆け下りていった。

　その先に一弥と脇坂が手を振って待っていた。少ししてから僕も走って三人の背中にぶつかっていった。

　帰りの運転は僕だ。

　富士急をあとにして少し経つと疲れたのか三人はいつのまにか眠りについていた。

　僕は頭の中で今日あった出来事を思い出した。

　なんだか沙織と二人だけの秘密ができた様な、嬉しいような気分になった。

　そう考えているうちに車は都内に戻ってきた。

　こうして初めて四人で過ごした休日は終わった。




　教室内ではいつもの風景。僕の隣に一弥。前に沙織と脇坂。比較的授業は真面目に聞き、ノートもしっかり取るほうなのだが、その日はあまり授業に集中できなかった。

　いよいよ大会が始まるからだ。

　放課後。

　間近に迫ったサッカーの学内予選組み合わせが届いた。吉田さんを中心にみんなその紙を覗きこんだ。初戦の相手は学内ではそこそこ伝統があるチーム。

「はぁ・・」

　対戦相手を見た途端の溜息。

　しかし吉田さんは張り切っていた。

「みなさん！今年こそは一回戦突破しましょう！」

　吉田さんの気合の入った号令にみんな気合が入った。




　サッカーの練習は日に日にハードになっていった。

　僕と一弥が中心になってメニューを考えて、吉田さんがそれを皆に伝える。万年一回戦負けというだけあって、初めは皆全くついてこれなかった。でも、少しずつレベルアップしている事を実感して皆欲が出てきた。

「ベリクス、いくぞー！」

「おおー！！」

　練習の締めに円陣を組んで気合を入れた。

　みんなの心の奥には勝ちたいという気持ちが詰まっていた。

　帰りはチームのメンバーでいつものお好み焼屋へ行き壮行会をした。

　僕達のテーブルには一弥、沙織、脇坂と姉御こと前澤友美。

　姉御はチーム唯一の四年生でマネージャーをやっている。初めのころは就職活動でなかなか参加できなかったが、大会が近付いてきた頃、就職も内定し、チームに合流してきた。

見た目は脇坂のように少し大き目で、似合わないソバージュの髪型が印象的だ。チームのお母さんの様な存在で、沙織も脇坂も慕っていた。

　焼き物をひっくり返してグラスを持ちながら姉御が言った。姉御曰く、今年のチームは雰囲気がすごくいいそうだ。僕と一弥の有望新人の加入と、何より沙織と脇坂の元気な声援がチームを活気つけているかららしい。

　だから吉田さん、あんなに饒舌で気負いもなかったんだ。吉田さんが酒に酔い始めて面倒くさい感じになってくると皆どれくらいの時間が経ったのか見当がついた。

　みんな練習疲れと酒で酔ったところでお開きになった。

　いい形で大会に突入できそうだ。

　僕は一弥と家路についた。

「なんか緊張すんな」

「お、一弥にしては珍しい」

「久しぶりの公式戦だからな」

「ああ」

　僕達は、高校の時それなりに活躍もしていい成績を収めてきたけど、ブランクは結構ある。

　それと、久しぶりの試合に対してのワクワクと想像つかない展開へのドキドキに期待と緊張が膨らんだ。

「大丈夫、俺たちは」

「もってる！」

　酔った勢いで僕達は大声で叫び、ハイタッチを交わした。

　練習の疲れもあったけど、試合に向けて最高のコンディションで大会に突入できそうだ。




　６月。

　初夏を迎え、立っているだけでも汗が滲む季節になった。

　いよいよサッカーサークルの学内トーナメントが始まった。 僕も一弥もベンチ入りし、チームの軸として期待されていた。 

　でも正直緊張している、今までも練習はやってきたが初めての大会参加。緊張している僕を見た吉田さんが肩を揉んで気持ちを落ち着かせてくれた。 

　全参加チームは50。うちの大学のサッカーサークルは関東の大学の中ではかなり多い方らしい。うちはその13番目に作られたチームだ。

　開会式で全チームが揃ったのを見ていると高校時代の県大会の開幕を思い出し気合が入った。

　そして会場を移動してアップを済ませるといよいよ僕らの試合が始まった。

　周りの観客は万年初戦敗退のうちが何点取られるか期待しているような目で見ている。 

　そうはいくかと思った瞬間ディフェンスのミスで先制点を許してしまう。 チームが浮き足立っている時にベンチから大きな声援が入った。

「大丈夫！まだまだよ！」

　ベンチから沙織の声がグランドに響いた。 

　マネージャー達の声援に落ち着いてはきたが相手は昨年のベスト８、なかなかゴールへの壁は厚く、二点ビハインドで前半を終える。 

　ベンチに戻ってきた先輩たちはいつもの諦めムードが漂っていた。 

　沙織達もそれを見て心配している。

「全然大した相手じゃないっすよ」

　一弥が言った 。

「お前、一点目トンネルしたくせに偉そうに言ってんじゃねえ！」

　僕は一弥の頭をはたいて突っ込んで見せた。

　ドッとベンチに笑いが起きた。 

　汗を拭き、ドリンクを飲み、吉田さんがチームに気合を入れた。

「よし俺たちのプレイをしてこよう！」

　チームの雰囲気も明るくなって後半開始早々僕のシュートで一点返した。 

　その後一弥のファインセーブもあり追加点を許さなかったが、うちも相手ゴールを割ることが出来なかった。

　時間が経ち後半残り僅か、味方がゴール前で倒されてＰＫを獲得した。 

　蹴るのは吉田さん。

　おぼつかない手つきでボールをセットする。もう表情は真っ青で今にも倒れそうな勢いだ。

「しゃきっとしなさい！」

　ベンチから姉御の大声が飛んだ。

　深呼吸をした吉田さんはようやく助走に入った。 

　思いっきり右隅を狙って蹴ったボールはキーパーに弾かれたが、そのままゴールした。 

　吉田さんは吠えた。

　吠えに吠えた。

　相当なプレッシャーだったに違いない。 

　そのまま試合は終わりＰＫ戦にもつれ込んだ。こうなればこっちの有利だ。 何故かというとここにもう一人サッカー馬鹿がいるから。

　円陣を組みながらそいつは言った。 

「任せてください。若島津の知識は完璧です」

「知識かよ！」

　僕が突っ込み再び笑いが起きた。

　また一弥節だ。 コイツはお調子者だけど空気を和ませる天才なのかもしれないな。

　そういうと一弥はグローブを締めなおし、ひとつ強く手を叩き、ゴールに歩いて行った。

　ベンチで沙織達が見守る中ＰＫ戦はスタートした。

　最初のキッカーは僕だ。 

　僕は冷静に、真っ直ぐゴール左隅に振り抜きゴール。 

　相手の一本目は今日二得点のエースだ。

　手なれた手つきでボールを置き、笛と同時に一気にボールに向かった。

　インサイドキックでゴール左スミを狙う。

　蹴った瞬間、抜群の反応で一弥が見事にパンチングでボールをはじき出した。

「手刀ディフェンス」

　誰にも気づかれないくらいの小声で言い、一弥は自分に酔っていた。

　調子に乗った一弥は強い。

　あとは流れに乗り終わってみたら４-２での勝利。 

　チーム全員が最後を止めた一弥をもみくちゃにした。 まるで優勝したかのような騒ぎだった。 あのときの一弥のどや顔は忘れない。 

　こうして僕の初公式戦は終わった。 

　帰りの祝勝会では吉田さんも姉御も上機嫌で宴会は遅くまで続き、初めての公式戦勝利にみんな酔いつぶれていた。

「恵介、カッコよかったよ」

　沙織が僕に言った。

　初めて沙織と相対したこの居酒屋で、あんな出逢いだったのに、と思いだしたら思わず笑ってしまった。

「なによ」

「なんでもない」

　僕はビールを一気に飲み干して立ち上がった。

「さあ、次も勝って、勝って、勝ち進みましょう！」

　僕が叫ぶと皆一斉に雄たけびを上げた。

　吉田さんは一人机に伏して眠っていた。相当なプレッシャーの中での戦いだったからな。吉田さん、おめでとうございます。




　その日は家に帰るとそのままベッドに倒れ込んだ。

　気が付くと辺りは夕方になっていた。 携帯電話を見るとメールが届いていた。 

「起きた？　私今起きた」

　昼過ぎに入った沙織からのメール。 

「俺今起きた」

　大分遅れて返信した。

「昨日はお疲れ様でしたo(^-^)oゆっくり休んでね。」

　そのメールを見た後安堵感で僕は目を閉じまた眠りに入ってしまった。 

　休み明けの学校ではいつもの風景に変わった事はなく、いつも通りの僕達がいた。一弥と脇坂もいつもと変わらない調子で馬鹿な会話をしている。 

「俺結局24時間寝た」

「あんた床擦れするわよ」

「沙織は？」

「私お昼に起きてお出かけ」

　授業が終わりグランドに向かうと、そこには新聞を見ながらにやにやしている吉田さんがいた。

　僕達が挨拶をするより早く吉田さんは僕達にその新聞を満足げに見せてきた。 毎週月曜日発行の明応スポーツだ。大学の新聞部が発行している学内ニュース。今時期の話題は大学野球がほぼ一面だ。 

　ページをめくっていくと小さく学内サッカー予選の試合結果だけが載っていた。 

　そこには先日の試合結果が載っていた。

　まだ一回戦だから得点と結果しか書かれていない。




　ベリクス（第13）２－２ＭＦＣ（第６）

　　　　　　　ＰＫ４－２




　たった二行だけどみんなでそれをみて余韻に浸っていた。

　練習も試合後ということで軽くで上がり、次の試合に向けて気持ちを高めた。




　翌週、僕達は創部初のベスト16を目指して試合に臨んだ。

　一回戦の相手ほどではなかったが、まだまだ試合慣れしていないチーム力の差で前半から苦戦をしいられた。

　ゴール前は一弥が何とかまとめてボールをはじき出すだけの部分が目立った。

　僕も前半からディフェンスに回ったり、自分で持ち込む形が多かった。

　試合は互角の展開で、後半終了間近、二対二の同点。選手層が薄い僕達は疲労が相当溜まっていた。

　しかし相手を見るとこの暑さで大分疲れているのが見えた。

　後半終了間近、うちのゴールキックからラストチャンスを作った。

　一弥が蹴りだした先で僕がトラップ、相手を引きつけてガラ空きの左サイドに振った。

　そのボールを中央に折り返した先には長身の吉田さん。前半同じような競り合いで飛び過ぎてボールを飛び越えてハンドしていたから大分緊張していたみたいだ。

　吉田さんが絶妙なポストプレイでボールを落とすと、再び僕が走り込んだ。

　僕はそのボールをノートラップで蹴り込んだ。

　キーパーも反応したが、ボールはゴールに突き刺さった。と、同時に試合終了の笛が鳴り、僕達は勝利した。

　創部初のベスト16ということもあってベンチ・マネージャー全員で抱き合って喜んだ。

　翌日の試合も疲れはあったが、勢いづいてきたうちは一弥のファインセーブもあって見事に勝利した。

　チーム初のベスト８とあって吉田さんの御機嫌が半端なく、打ち上げは大盛り上がりだった。

　でもこの日沙織は家の用事で休んでいた。 

　そういえば沙織はたまに学校を休む事がある。 僕は沙織の事をどれだけ知っていたのだろう。 沙織は僕の事をどう思ってるんだろう。 僕はいつもニコニコしている沙織にやさしくだけしていればいいのだろうか。 

　その日の打ち上げは早めに切り上げて家路についた。




　授業が終わり、僕と一弥はグランドに向かっていた。

　そこに丁度沙織と脇坂が合流してきた。

「ねえ、今日練習休みだって」

　脇坂が言った。

「なんで？」

「さっき吉田さんからメールが来てなんか用事が出来たんだって」

　最近さらにやる気が上がってきている吉田さんにしては珍しい。

「なんかあったのかな？　大丈夫かな」

　僕も一弥も吉田さんの練習好きはよく知っているからちょっと考えた。

「でもさ、こう暑いとその【休み】って響きだけで堪んないわね」

　脇坂が言った。

「じゃあ、このあと四人で遊びに行っちゃいますか！」

　一弥もすでに休みモードに切り替えていた。

　僕もその流れにのってふざけあった。

「ごめん、今日私ちょっと・・・」

　すると沙織がいつもとは違う雰囲気で言った。

「またね、バイバイ」

　沙織は申し訳なさそうに帰って行った。

「どしたん沙織」

　一弥もいつもと違う沙織を心配した。

「まあいいじゃん、三人でカラオケでもいこうよ」

「そうだな」

　残った僕達はカラオケに行くことに決めて歩を進めた。するとどこにいても一目でわかるデカイ男が浮かれた顔をして近づいてきた。

「ハロー若者たち、久しぶりのオフを楽しんでるかい」

　顔だけでなく、中身もかなり浮かれているようだった。

「うわ、めんどくさいモードだ」

　一弥がつぶやいた。

「おい一弥、聞こえてるぞ、しかし今日は許そう、俺の心は東京湾より広い」

　それは例える例としたら小さいだろうと三人は思った。

　僕達は吉田さんのそのテンションが面倒だったので足早にその場を去ろうとした。

　するとものすごい速さで僕は肩を掴まれた。

「おい恵介、待ってくれよ、何があったか聞かないのか、いや、聞いておくれよ」

　吉田さんは急に甘え声になって何かをアピールしてきた。

「なんか拾い食いしたんじゃないの」

　脇坂も突っ込んだがそれもお構いなしだ。

「どうせ勝った後に見てた女子に素敵ですとか言われたんじゃないすか？」

　僕も適当に答えた。

　吉田さんは急にテンションが上がり、自分の世界に入りだした。

「惜しい！惜しいぞ恵介！僕はそこを通り越してそう！シュートを打つ寸前なのだよ」

「・・・」

　僕達が呆気にとられていると吉田さんが急にかしこまった。そして明らかに目がハートになっていた。

「ああ、真理ちゃん、こっちこっち」

　吉田さんが手招きをすると、一人の女性が小走りに駆けよってきた。

「よく試合見に来てる子じゃね」

　一弥が即座に反応した。

　こいつ、試合中でもしっかりスタンド見てやがったな。

　僕はちいさく一弥にパンチした。

　その子はお嬢様っぽいけど派手目な印象だった。

「吉田君、おっきいからすぐ見つけられるね」

「真理ちゃん、こいつらが、うちの、ポイントゲッターロボ・・・なんちゃって」

「アウトね」

　脇坂が飽きれた顔で言った。

　次の瞬間彼女は僕と一弥の所に寄ってきて握手を求めてきた。

「いつも応援してます、次の試合も頑張ってくださいね」

　彼女は上目遣いで言った。

　一弥は中途半端な決め顔で対応した。

　彼女が僕達の所を離れないのを見て吉田さんが一弥を引っ張った。

「おい一弥、彼女はいまから俺とデートの予定なのだ、邪魔はするな」

　一弥の耳元でそう呟くと吉田さんは襟を正した。

「さあ、真理さん、そろそろ参りましょう」

　そうして吉田さんたちはその場を去って行った。

「いっちゃった」

「いいなーあんなかわいい子」

　一弥は練習がデートの為に休みになったことなど全く気にしていなかった。

　神妙な顔をした脇坂がまたつぶやいた。

「そうでもないわよ、吉田さん、大丈夫かしら」

　フッと意味ありげな悪い笑顔を見せて脇坂は歩き出した。その後ろ姿に黒い怒りのオーラが僕と一弥には見えていた。

　僕達三人はそのあと結局カラオケには行かずにいつものお好み焼き屋にいってご飯を食べて帰った。




　それから三日間、沙織は学校で見かけなかった。

　僕達はいつものノリにはならなかったので、練習に集中した。しかしこっちでも、キャプテンの吉田さんが三日間練習を休んでいた。

　でも基本的に練習内容は僕と一弥が組み立てているのでびっくりするくらい何の支障もなかった。チームのメンバーも勝ち進んできて自信がついてきたのか、積極的にプレイするようになり、皆レベルアップしていた。

　練習が終わり、僕と一弥が帰る途中、校内で吉田さんを見かけた。

　僕達は駆け寄り声をかけた。

「吉田さん、どうしたんすか三日も練習休んで」

「・・・ああ、すまん」

　どこか物思いに耽っている様子だった。

　僕は一弥とアイコンタクトで攻め方を変えた。

「吉田さん、チームどんどん強くなってきてますね」

「ん・・・ああ、そうだな」

　吉田さんはうわの空のような答え方をした。僕と一弥はお互い見あって、首をかしげた。いつもの吉田さんなら煽てれば煽てるほど調子に乗ってくるからだ。

「これも、吉田さんのキャプテンシーってやつですね」

一弥が調子よく言った。

　その言葉にも吉田さんは反応しなかった。僕達はいつもと違う吉田さんへの対応をどうしていいかわからず眉をひそめた。

　その時吉田さんがかしこまって言った。

「あのさ・・・」

　僕達は吉田さんの顔を見た。

　吉田さんは手に持ったサッカーボールを僕に無理やり渡して話始めた。

「俺の仕事はここまでだ、あとはお前達に・・・」

　と言いかけた時、一弥が何かに気付いた。

「あ、あれ真理ちゃんじゃねえか？」

　それを聞いた吉田さんが過敏に反応した。

「ま、真理しゃん！」

　とそこに真理ちゃんが現れたが、その隣には僕達の知らない男性が立っていた。

　僕達の目線も関係なく真理ちゃんは駆け足でこちらに寄ってきた。

「広くん！水嶋君達もこんにちは」

「こんにちは」

　僕達は吉田さんの顔が引きつり始めるのを確認しつつ挨拶をした。

「真理しゃん、あの、その、あのどう見ても野球部の恰好をした人は・・・」

「ああ、友達よ」

　彼女は悪気もなくさらっと言った。その男性を見るとこっちに彼女のバッグを持っている事をアピールした。持っているというよりは持たされているのだろうけど。

　吉田さんは声が裏返りながら喋りだした。

「真理しゃん、僕というものがいながらあれは・・・」

　それを言われて真理ちゃんは笑顔で言った。

「え？　私と広くんは付き合ってるわけじゃないんだから私が誰となにしていようが関係ないじゃん」

　その表情を見るからには全く悪気はないようだった。

　一瞬吉田さんの意識が途切れそうだったが、何とか持ち直していった。

「ならば真理さん！正式に、この吉田広樹と○×△□・・・」

　ふにゃふにゃとだらしがない感じになった。

　さすがの真理ちゃんも面倒くさくなったようで、今までとキャラの違う表情で言い返した。

「もう、そんな面倒臭い人だと思わなかった、今まで有難う。じゃあね」

　というと一目散に待たせている男性の元に駆けていった。

　僕と一弥は気まずく、真理ちゃんの方を見ると楽しそうに歩いて行った。そして鞄を持たされている男性が自慢げにこちらにピースサインを投げてきたのを冷めた目で見送った。

　その目線を下ろすと吉田さんの影がワナワナと震えているのがわかり、恐る恐る吉田さんの方を見た。

　すると吉田さんは平常を無理して保とうとしていたが完全に引きつった表情になっていた。

　恐らく、ほんの数日前に後輩の僕達に自慢げに紹介したにもかかわらずこの状況になったことを見られた恥ずかしさも加わっての事だろう。それを察した僕達は吉田さんから受け取ったボールを見つめるしかなかった。

「返せよ！」

　そういうと吉田さんは僕からボールを奪い取った。

「やっぱり俺にはサッカーしかねえな」

　数分前に僕達に言おうとした言葉を何もなかった事かのように言い放ち、吉田さんは僕達の顔を見て、何見てんだよ、という表情を残して叫び、その場を走り去って行った。

　それを僕と一弥はただ呆気にとられて見送るしかできなかった。

　唖然としている僕達の背後になにか黒いオーラを纏った影が映り、ぞっとして振り返った。そこには薄ら笑みを浮かべた脇坂が仁王立ちしていた。

「やっぱりあの女はああいう奴だったわね」

「脇坂知ってたの？」

「あの女はああやってちょっといい男を次から次へと引っかけては捨てるって有名だったのよ」

　そう話す脇坂を僕と一弥は怯えながら見ていた。

「まあ、吉田さんがいい男なのか、都合のいい男かどっちかは知らないけどね」

　というと脇坂は変な高笑いをしながらその場を去って行った。

　一弥はわかりやすいリアクションをしていたが、僕はふと真理ちゃんが言っていた言葉が引っかかっていた。それを一弥が気づいて言った。

「どうした恵介？」

「いや、さっきの彼女の言葉が気になって」

「彼女？　真理ちゃん？」

「ああ、私たち付き合ってないんだから何してようが勝手じゃないって」

　普段こういう弱気な事を言わない僕に一弥は首をかしげた。

「何が言いたいんだよ」

「俺と沙織ってさ、どう見えてるんだろうって」

「なんだ、そんな事か、お前と沙織はいいコンビだよ」

「いいカップルでしょ！」

　振り返るといつの間にか脇坂が戻ってきていた。

「全く、うちの男どもは！あんたもはっきりしなさいよ」

　さっきの事でテンションの上がっていた脇坂はいつも以上に攻撃的だった。

「まあ、そうだけど、俺達仲はいいけど付き合ってるわけじゃないし・・・」

「じゃあ告白したらいいじゃん、向こうも待ってるかもよ」

　一弥がさらっと言った。

「そうね、沙織もなかなか奥手だからはっきりしないとね」

　脇坂もまた悪い笑顔を浮かべて言った。僕も二人に背中を押された勢いで、沙織に自分の気持ちを伝えようと決心した。




　翌日の昼休み、脇坂から沙織が登校していて、中庭に呼びだしたというメールが来た。

　僕は授業が終わるとドキドキしながら中庭に向かった。

　告白するドキドキと、この数日沙織に会ってなかったからどう声を掛けたらいいかという緊張感で待ち合わせ場所が近づくにつれ、足取りが重くなった。

　角を曲がって中庭に着くと緊張感を透かされるように沙織はまだそこにはいなかった。

「一旦落ち着こう」

　僕は自分の心臓に言い聞かせて大きく深呼吸した。

　その時、背中に向かって何かが体当たりしてきた。

「痛った！」

　僕が振り返るとそこには満面の笑みを浮かべた沙織が立っていた。

「おす！恵介久しぶり！」

　僕の気持ちを知ってか知らないでか沙織はいつもの元気いっぱいのテンションで僕に話しかけてきた。

「あばばばば」

　僕は逆に一気に緊張が全開になった。

「どうしたの恵介、変じゃない？」

「あ、いや」

「由美脅かそうとしたら恵介来たからさ」

　マイペースでどんどん喋る沙織に僕は意を決して向き合った。

「沙織・・・」

「ん？」

　僕の緊張が沙織に伝わったのか、沙織も緊張した表情になった。

「俺さ、実は沙織・・・」

「恵介！」

　と言おうとした瞬間、沙織は僕の言葉を遮った。

「その先は、約束果たしてから言って」

　思いがけない沙織の言葉。

「約束？」

「そう、約束」

　僕の頭が真っ白になっていると冷静に沙織が言った。

「ほら、新歓コンパの時の」

　僕は少し考えた。

「優勝？」

「そう、優勝！」

　やっと僕の緊張がほぐれた。

「なんだ、あのテンションで覚えてたの？」

「当たり前じゃない、やる気になった恵介だから応援してるのだよ」

　沙織はニヤリと笑って腕を組んで見せた。

「やってやるよ！」

　僕は沙織に向かって改めて誓った。

　そのタイミングを見て影で隠れていた一弥と脇坂が出てきた。

「よっ、お二人さん」

「あ、一弥久しぶり～」

　こうしていつもの流れに流されて、僕は沙織に上手く受け流されてしまった。でも、自然体でいられる今の関係も悪くないなと改めて思いなおした。







　７月になって日差しも強くもうすっかり夏だ。 

　僕達のチームは初のベスト８。 大会が始まった頃はあたふたしていたけど会場の雰囲気にも慣れていい緊張感がある。みんなも体調ばっちりだ。 

「勝って準決行くぞ！」

「オオ～！」

　相手は昨年の優勝チーム。 

　優勝候補筆頭vsダークホース。 

　観客と明応スポーツの注目が集まった一戦になった。 

　吉田さんの発声で僕達は円陣を解いてグランドに散らばった

　そして試合が始まった。

　前半から相手はガンガン攻めてきた。

　僕達は防戦一方。

　何度も一弥がスーパーセーブでゴールを死守した。

　そして前半終了間際に一発カウンターで僕は一気に右足を振り抜いた。ボールはネットを揺らして先制。

　会場が一気に盛り上がった。

　相手の今大会初失点だ。

　前半はうちの一点リードで折り返した。

「このままいきましょう！」

　一弥が気合の入った声でみんなを鼓舞する。

「みんな頑張って！」

　マネージャーたちもみんなに檄を飛ばす。しかしベンチに戻ってきたメンバーはかなり疲弊していた。

　相手からのプレッシャーと勝ちたいという意識とこの暑さ。体に対する負担は相当なものがあっただろう。それに人数、選手層が薄い分選手交代できる状態じゃない。

　ドリンクを飲み、汗をぬぐって気持ちを入れなおしたが、まるで歌に出てくる最終ラウンドに向かうボクサーのように足元がおぼつかないようだった。

　後半相手はメンバーを入れ替えてきた。格下相手の一点ビハインドで終えた前半に対しての怒りの表れなのかもしれない。

　始めから全開できた。

　みんな必死に守った。

　何本もシュートを受けて遂にゴールを許してしまう。

　緊張の糸が切れてしまったのか、後の展開は一方的なものだった。もう見ている方が辛いくらいに圧倒的な力の差を見せつけられた。 

　後半僕が打ったシュートも僅か一本。 ゴール枠にもいかなかった。 でも最後まで諦めずにみんな戦った。みんなボロボロになった。 

　８－１。 

　挨拶が終わり、みんなベンチに向きなおったとき、観客の大歓声が待っていた。 最後まで諦めなかった僕達と、最後まで手を抜かず全力で戦った相手に対する歓声だ。 

　ベンチに戻るとマネージャー三人は顔がぐちゃぐちゃになるくらい泣いていた。 

　悔しかったことより、一生懸命練習してきての結果に言葉には言い表せない感情が胸を一杯にした。 

「ありがとな、恵介」

　僕の肩を後ろから抱いて吉田さんはどうしたらいいか分からない僕に一言いった。 

「ありがとうございました」

　僕も泣いた。 

　とても素敵な大学一年目の夏になった。




　季節はあの暑かった毎日を忘れさせるような涼しい日々になっていた。

　結局あの大会は僕達に勝ったチームが優勝したそうだ。優勝したチームは学校の代表として大学サークルの関東大会に進んだらしい。

　そんなことを僕達は知る事もなく、いつもと変わらない平穏な日々に戻っていた。




　秋になり、学園祭のシーズンがやってきた。

　大学の学園祭といえば派手な祭りの印象があって、ある意味楽しみだったが、それ以上に僕にとってビッグなニュースが舞い込んできた。 学内イベントでサッカーサークルのオールスター戦をやるらしく、なんと僕がメンバーに選ばれた。

　そしてそれだけでなくこの前の大会の新人王にも選ばれた。 

　明応スポーツにも取り上げられてからは学内を歩いていても周りが賑やかになっていた。 でも僕は沙織と順調に、相変わらずのマイペースに楽しく学校生活を送っていた。

　学園祭で僕達のサークルはお好み焼きの模擬店を出した。

　いつも通っている「まる徳」に２、３日通って味付け等を教わって来たのだ。 他にいくつか同じような店は出ていたが、通っている日数の違いからか断然味が違う。 

　１年生の僕達４人がサークルの部費の為に中心になって店を切り盛りする。商売気があるのか脇坂と一弥の売り声にお客さんの列ができた。

　四人でやる作業は毎度のことながら本当に楽しい。 

　しばらくすると吉田さんと姉御が遊びにきてくれた。 

「おまえらせっかくだから遊んでこいよ」

　二人は店番をかわってくれた。 

　僕達は一斉に飛び出していった。お祭り騒ぎのキャンパスは沢山の人でごちゃ混ぜだった。 僕はしっかり沙織の手を握り歩いていると

「ちょっとそこの彼女！」

　沙織に派手なハッピを着た人達が近寄ってきた。 

「あなた一年生？　ミスキャンパス出てみない？」

　突然のスカウトだった。 

「エントリーだけでもどう？」

「どうしよう？」

　正直あまり僕は乗り気ではなかった。

「エントリーだけでも」

　と言って一人が沙織の写真を撮って行った。

　そういうとハッピの人たちは足早に去って行った。

「なんだったんだろうね」

　僕達は再び学祭を楽しんだ。 

　大学の学園祭のスケールの大きさに興奮して遅くまで店をあけ過ぎて姉御に怒られた。




　学祭の２日目は僕の出番だった。 

　学内サークルのサッカーオールスター戦が行われて僕はチームで唯一選出された。 勝ち負けじゃない時間が楽しかった。 

　この前敵として戦ってた人たちも今度はチームメイトとして戦った。とてもいい人ですぐ仲良くなれた。 

　僕はチームの仲間が応援してくれた中でなんとＭＶＰをもらった。

「凄いじゃん恵介！」

「やるね～」

　仲間に囲まれて喝采を浴びた。

「ＦＷだからいいパスもらっただけだよ」

　着替えながらしゃべっていると脇坂がすごい形相で走ってきて鼻息を荒くしていた。 

「大変よ！」

「どうしたん？　そんなあわてて」

「沙織が、沙織が」

「ちょっと落ち着けよ」

　横で沙織も不思議そうな顔をしていた。 

「私がどうしたの？」

　ようやく落ち着いた脇坂に連れられて僕らはメイン広場にやってきた。 

「あれよあれ」

　脇坂が指さした先にはミスキャンパスの予選投票経過だった。 

「あ、私一番だ」

　掲示板を見ると20人の写真が貼られていて沙織が現在１位になっていた。 

「恵介、ハワイ旅行ペアだって」

　沙織はちょっとびっくりした顔で言った。

　商品は海外旅行でも僕にはそんなことどうでも良かった。 

　昨日あの場で断らせればよかった。 何故かと言われるとミスキャンパスになったらマスコミとか芸能界とかから声がかかって沙織が手の届かない所へ行ってしまう気がしたからだ。

「どうしたの？　なんか変だよ」

「ん？　いや、凄いね～」

　その場を笑ってやり過ごしたが不安だけが心残りになった。 

　翌日の昼は憂鬱な気分で僕はお好み焼きを焼いていた。 

「よっＭＶＰ！」

　吉田さんが手伝いに来てくれたけど僕はいつものノリで返せなかった。 仕事が手に付かず、時間だけが過ぎていった。

「15時半から体育館でミスキャンパス最終選考が始まります・・・」

　15時を過ぎた頃再び校内放送で30分後にミスキャンパスの最終選考大会にが開催されることがアナウンスされた。 刻々と時間が過ぎていく、僕はお好み焼きを焼くことしか出来なかった。 

　そして時間になった。

「ああ、始まるのか…」

　と思った時に聞き慣れた声がした。 

「恵介、焦げてるよ！」

　ふと横を見ると沙織が腕捲りをしてこっちを見ていた。 

「何よそんなにビックリして」

「いや…ミスコンは？」

「ああ、断ってきた。元々勝手にやられた事だし」

　僕は気が抜けた。 

「恵介といるほうが楽しいからね」

　嬉しかった。 

　会場はどんな結果になっているかは知らないが、僕も沙織とこうして同じ時間を過ごせる事が一番の幸せだったから。 

　いくらかの時間が経過した。

「全然盛り上がってなかったよ」

　脇坂と一弥が戻ってきて報告してくれた。 

「もったいなかったね、沙織が一番だったよ」

「いいの、こっちの方が楽しいから」

　僕達は最後の追い込みで沢山のお客さんを呼んで沢山のお好み焼きを焼いた。

　こうして僕達の学祭は終了した。 

　沙織のミスコン受賞は叶わなかったが、僕達の店が今年の模擬店売り上げの１位を獲得した。







　大会が終わったからといって全くサッカーをしないわけじゃない。

　ベスト８が効いたのか幽霊部員達が何人か本格的に参加してくれるようになった。 そして新人王とミスコン幻の１位がいるチームとして新入部員とマネージャー希望も増えていた。 

　練習試合も出来るようになり、毎日が充実している。 

　そして来週は沙織の誕生日だ。 

「沙織なんか欲しいものある？」

「う～ん。なんだろな～」

　何が欲しいかは教えてくれなかったけど僕は指輪をあげようと決めていた。 

　古いかもしれないけど僕は今まで誰かに指輪だけは贈ったことがなかった。 

　指輪は僕にとって特別なもので早いかもしれないけど結婚しようと心に決めた人にしか贈らないと決めている。ちょっと重いかもしれないけどもちろんプロポーズする訳じゃなく、それくらい思いを詰め込んでプレゼントしたいと思っているからだ。 

　これは僕だけの決め事だから一弥も脇坂も知らないがサイズだけは脇坂にこっそり調べて貰っていた。 

　当日、練習が終わっていつものメンバーで街に繰り出した。

　予約を入れておいたこじゃれたレストランでパーティーは始まった。







　沙織はいつも以上にニコニコだ。

　自分が主役という状況を本気で楽しんでいて、まるでお姫様状態だ。 彼女は満面の笑みになると猫が笑ったみたいな顔になる。 僕はそれが凄く好きで癒されもした。 

　チームの皆からの寄せ書きを渡し、一弥と脇坂からはピンクの時計がプレゼントされた。

「これで遅刻しないね」

　沙織には「沙織タイム」というのが仲間内で設定されている。 それは待ち合わせの時間に必ず５分遅れてくることだ。 僕達は沙織ロスタイム５分とか言っていつも笑っていた。 

「これでもう遅刻できないや」

　沙織はいたずらに笑った。

　そして僕が用意していた指輪を渡す時になった。 

　包みを沙織に渡すと子供みたいにヒモを解いて紙を剥がした。 

「あっ」

　中のケースを見て小さな声を上げた。 

「ふふ～ん」

　沙織は仔犬が鼻を鳴らすようにしながら三人を見渡した。 

「せっかくだから」

　沙織が箱を僕に渡した。 

「はめてやんなさいよ」

　脇坂に言われて小さなハミングで一弥が結婚式の歌を奏でた。 なんか一瞬で僕は緊張した。 まるで婚約するみたいな気分だった。

　僕はゆっくり指輪を沙織の指にはめた。 

「キラリ～ン」

　照れ隠しか、沙織はまるでお姫様が贈り物を見せびらかすかのように手を高くあげてうっとりしてみせた。 

「恵介、ありがとう～、私大事にするね」

　その嬉しそうな顔は一生忘れないだろう。

　少し時間が経って、いち早く料理を完食した脇坂が暇を持て余して話し始めた。

「今度さ、スノボいかない？」

「スノボ？」

　３人ともびっくりした。

　脇坂の口からスノボなんて言葉がまさか出てくるとは思わなかったからだ。 

「うち実家福島だから近所にスキー場たくさんあるのよ」

「そうか～やっぱりな～」

「何がよ」

「なんか東北って気がした」

　沙織の誕生会も笑いが絶えず、冬には脇坂の実家に泊まってスノボに行くことになった。




　やがて学校も冬休みになって何日か経ったある日、僕は一弥と家でゲームをしているとき脇坂からメールが来た。

「ユーミンと行くスノボツアーのお知らせ！」

　何がユーミンだ！と一弥と同時に突っ込んだ。 メールの中には色んな指令が書かれていた。

「必ず何かウエアとかにネタを仕込むこと」

　こう書かれちゃ仕込み屋本舗としては黙っていられない。 

　一弥とは別行動でドンキに買い出しに行った。 こういうときは仲良しの僕達も貪欲に笑いを取りに行く事では昔からずっとライバルなのだ。

　当日はまた一弥のおじさんに車を借りて四人で東北道へ。 調べたら６時間は掛かりそうだ。

　僕達はゲームをしながら行くことにした。 

　人名しりとりゲーム。

　これは実在する、あるいは実在した有名人の名前でしりとりをするゲームだ。 これが意外に盛り上がった。 

　僕＆沙織チーム。 一弥＆脇坂チームに別れた。 

「わきさかゆみ」で戦いはスタートした。 

　二回目の休憩が終わった頃からなかなかダブらないように探すのが困難になってきた。 

「おおぞらつばさ」

　後ろの席からルール違反の名前が挙がった。 

「おい、それだめだぞ」

「いや、彼は俺の心には実在する」

　そこから一弥チームは掟破りのアニメやキャラクターの名前にシフトしていった。 

　僕と沙織は頭を捻りながら考えて行った。 

　さらに時間が経過していよいよ僕の知識に限界が近づいてきた。 

「ズワイニーJr.」

　僕の答えだ

「誰それ？」

「メジャーリーガーのズワイニーの子供。ケングリフィーJr.みたいなもんだ」

「恵介ものしりなんだね」

　沙織が褒めたのをうけて渋々一弥達は続けた。

「アッサムティー」

「もう何でもありかよ！」

　といいつつも人名しりとりは続いて遂に雪が見え始めた。 

「こな～～ゆき～ネェ～」 

　一弥が突然歌い出した。 

「これ吹雪だろ！」

　インターを降りるときにしりとりは一時休戦になり脇坂の家を目指した。 

「あのさ」

「何？」

「ズワイニーっていないかんね」

　みんな忘れた頃にさっきこっちも一回ズルしたことを告白した。

　その後もなかなかお目にかかれない沢山の雪に興奮しつつ車内は大盛り上がりで脇坂の実家に着いた。

　脇坂の家は凄く大きかった。 

　車を停めて玄関を開けるとおじさんとおばさんと犬が出迎えてくれた。 犬がまず飛びかかってきて三人に挨拶した 。

「よし、合格だ」

　おじさんが言った。 

「なんですか？」

「うちのチビがおまえらを家族と見なしたわけよ」

　ガッハッハとおじさんは笑って僕らを居間に案内してくれた。 

「寒かったでしょう」

　おばさんは早速鍋に火をつけてご馳走を出してくれた。 

「お前んちスゲーな」

　僕達は脇坂家の皆さんに自己紹介して皆で鍋をつついた。 

「由美、明日は何時に出るんだ？」

　おじさんが酒を飲みながら脇坂に言った。

「８時位でいいんじゃない？」

「よっしゃ。おっちゃんがチェーン巻いといてやるからな」

　おじさんは僕達を見渡して自信気に言った。

　両親共に温かくこの親あっての脇坂のおっかさん的な雰囲気ができたんだなぁと思った。 

　お腹が一杯になったあとは脇坂の部屋でお菓子を食べながら飲んで語った。 

　夜も更けてきて、翌日に備えてこの日はお開き、沙織は脇坂の部屋で。

「修学旅行みたいだな」

　僕と一弥は20畳くらいは軽くあるであろう凄く広い部屋で寝させてもらった。 

「どんだけ広いんだよ」

　しばらく一弥と話をしていたが長旅の疲れでいつの間にか寝てしまった。




　「うわっ」

　翌朝足元で何かモコモコしているのにビックリして目が覚めた。 脇坂家の犬が僕の布団に潜り込んで寝ていたのだ。

「おはよう～あら、ここにいたの」

　脇坂が僕達を起こしに来た。

　朝食からがっつり御飯をいただいた。 

「このお味噌汁美味しい！」

「どんどん召し上がれ」

　田舎の味というのはこんなにおいしいものだという感動をしているとき「外見てみ」とおじさんの声で一弥がカーテンを開けると白銀の世界が広がっていた。

「すげー」 

　こんなに雪が積もっているのを見るのは生まれて初めてだった。僕はそれだけで心がウキウキした。 

「準備出来たぞ」

　おじさんがタイヤのチェーンを巻いてくれて僕達はスキー場に向かった。 

「ドキドキだね」

　脇坂以外スノボは初めてだった。

　僕に関してはスキー場自体が初めて。 

　レンタルで板を借りてそれぞれ 着替えてロッジ前に集合した。 

「おお～」

「あんた何それ～」

　お互いがお互いを見合って笑った。 

　例の仕込みの発表だ。

「スタイル抜群でしょ」

　脇坂はウエアの上に水着を着た首から下の絵が描いたグラマーＴシャツを着ていた。

　一弥は普通のウエアに帽子は水泳用の帽子に水中ゴーグル。 

　僕は青いニット帽のてっぺんに風が当たるとプロペラが回るやつだった。 

　そして沙織はネコ耳にグローブもネコの肉球のやつだ。 

「やばい、沙織かわいすぎる」

　僕は心の中でにやけた。

　変な格好の四人はリフトに乗ってまずは初心者用の丘に立った。

「寒い・・・」

　一弥は先のことを考えていなかったみたいで半分凍っていた。

　結局一弥は一回目の滑走後にリタイヤして衣装を着替えてきた。 

　すぐに転んでは立っての繰り返しの中、脇坂に色々教わりながらちょっとずつ慣れていった。 

　昼御飯はおばさん手作りのおにぎり弁当だった。 

　僕達はお腹一杯に食べて再びリフトに乗った。 

　午後はそれぞれがそれなりに滑れる様になり、僕は沙織と転びながら何度も滑った。 調子よく滑り降りると回りから笑いが起こっていた。 僕の頭のプロペラが全開に回っていたみたいだ。 その後をネコが追いかけていく風景は面白かったのかもしれない。 

　初日はそれなりに滑れる様になって終了した。 

　家に帰ると今日もご馳走が待っていた。 

　御飯を食べてのんびりしていると足腰が痛くなってきた。 

「慣れない筋肉使ったからね」

　夜は試合の時みたいにストレッチとマッサージを入念にした。

 

　２日目はだいぶ慣れてきて結構上の方からも挑戦した。 沙織も運動神経はよく、あまり転ばなくなった。 

　そんな中事故が起きた。 

「危ない！危ない！」

　一弥が止まっている所に女の子が突っ込んできた。 

　振り返ると二人は衝突した。 

　後で聞いたけどその時一弥は「これはドラマの出会いでよくあるやつや！」

とお笑い芸人っぽく解説していた。 

とにかく一弥は映画のワンシーンの再現！と思ったら即座に立ち上がり「大丈夫ですかお嬢さん」と手を差しのべたら 「あいたたたたたた～」とその女の子は腰に手を当ててベタベタなリアクションをしたらしい。

「あ、ごめんなさい」

　女の子は照れながら滑り降りていった。

　一弥は何かを感じたらしく後を追って声を掛けようとした時目に入ったのはその子が彼氏らしき男性と手を繋いでいた姿だった。 

「そりゃそうだわ」

　これが淡い【一弥のあいたたた事件】としてサークルの宴会毎に語り継がれる持ちネタになった。 

　僕はというと１日沙織と一緒に滑って登って転んでを繰り返していた。 

「恵介さすがだね」

「沙織だって上手いよ」

　遠目で見ていた脇坂が言った。

「あんたたちもバカップルよ」

　僕らもそう見えてたみたいだ。確かに僕はこのゲレンデで輝く彼女しか見えてなかったから。 

　家に戻り最後の御飯の後にケーキが出てきた。 

「どうしたの？　これ」

「今日イブイブイブよ」

「なんだそりゃ！」

　今日は12月22日だ。 

　そういわれるとその日になるなぁ。 

なんて思いながら皆でケーキを平らげた。

「イブイブイブって…」

「そういう事だな！」

　僕達はそういうことにして脇坂の家での最後の夜を過ごした。 

　窓の外は延々と雪が降り、僕の初めての雪国体験が終わった。

　翌日はお昼頃おじさん、おばさんに見送られて僕達は福島県を後にした。 

　帰りの道中は行きとはまた違った盛り上がりで車中を過ごした。 帰りの道中、僕の携帯電話にメールが届いた 。

「イブイブイブ楽しかったねo(^-^)o明日よろしくね」

　後ろに座っている沙織からのメールだった。 

「帰ってから色々決めような」

　僕もメールで送り返して前後の座席で秘密のやり取りをした。

　日が暮れてようやく車は都内に入ってくると街並みもイルミネーションで出発した時よりもクリスマスムードが更に高まっていた。 

　二人を送った後一弥の家に行き、おじさんにお土産を渡して僕は家に向かった。 




　明日はクリスマスイブ。 

　当たり前だか沙織と初めてのクリスマスだ。家に着くと沙織とメールで明日の約束をした。 

　僕は昼前に目が覚めた。 

　今日はクリスマスイブ、もちろん沙織と過ごすのだ。 昨日の夜電話で話して今日はノープランで過ごす事になっていた。

　午後渋谷で待ち合わせをして僕は駅を目指した。

　今日の渋谷駅は同じ様に待ち合わせをする若者で一杯だった。

　時間より少し早く待ち合わせ場所に着いて沙織を待った。

　少し肌寒かったが大した寒さではない。 

　僕はモヤイ像の前のベンチに座っていると後から頭を撫でられた。 

「！」

　振り向くとそこにはニコっと笑った沙織が立っていた。 

「ピッタリ！」

　沙織は自信満々で僕に時計を見せた。

　時計を見ると待ち合わせ時間丁度だった。 

「おっ、珍しい」

　僕は笑った 。

「時計あるもん！」

　沙織は子供がふくれるように言った。 

　そして彼女の指には誕生日に送った指輪が光っていた。 

　僕が手を伸ばすと沙織は握り返して一度強く引っ張った。 

「いくぞ～い」

　僕達は周りのカップル達と同じように人の流れに紛れていった。 

「最初はどうしましょう？」

「う～ん、ここはまず映画でしょう」

　特に行く場所は決めていなかったのでその時思いついた所を目指した。 

　映画のあとは同じ場所にあるゲーセンで沙織が欲しがったぬいぐるみをとったり、一緒にクイズゲームを楽しんだ。 

「あっ、雪だ」

　外に出たら渋谷に雪がちらついていた。 

　昨日まで見ていた雪に比べたらささやかなものだったが、東京で見る雪は綺麗で可愛くもあった。 

　僕達は坂を登って出来たばかりの表参道ヒルズを目指した。 

　どこに行っても人が溢れていたけど苦にはならなかった。むしろ逆に沙織と手を繋いで同じテンポで歩けることが嬉しかった。 

「何が欲しい？」

「う～ん、恵介選んで」

「え～っ」

　困った。 

　僕には全く洋服に対してのセンスがなく、自分の服もあまり興味が無いくらいだ。 

　沙織はじっとこっちをみて僕の動きを観察していた。 

「何だよじろじろ見て」

「恵介が選ぶの見てるの」

　じっと見られると緊張した。 

　何を選んだらいいのか、どんなモノが喜んで貰えるのか。 

　悩みに悩んで選んだのは白のフワフワのコートだった。 

「さあ、恵介さん。こちらを選んだ理由をどうぞ」

　なんだかテレビ番組みたいに沙織はマイクを向けるマネをした。 

「はい、こちらの商品、沙織さんが着たらかわいいなぁと思って購入しました」

　最近はこういうノリでの会話も少なくない。

「………正解！」

　今度はクイズ番組か！と突っ込んだ瞬間沙織は僕の腕に手を絡ませてきて 

「ありがとう。これ欲しかったやつ」

　と言ってネコが笑ったみたいなフニャッとした笑顔で僕の事を見上げた。 

「まあ、このへんは軽いとこでしょ」

　と僕も返して今度は僕へのプレゼントを買いに行くことにした。 

　沙織はトコトコ迷わず歩いていくとアクセサリーが並ぶショーケースの前で立ち止まった。

「これください」

　直ぐに決まった。

「前から決めてたの」

　というと僕にそれを渡した。クロスのネックレスだ。 

「では沙織さん、こちらを選んだ理由は？」

「はい、サッカー選手がゴールしたときユニフォームから出してキスするのが格好いいから」

「正解～！」

　僕は大きな正解をだした。 

　僕は直ぐにそれを首にかけて見せた 。

「しかも……なんとこちらにも同じものが！」

　沙織はまたニコっとして少し小さいサイズの同じクロスのネックレスを自分の胸元から出した。 

「おい～お揃いじゃ～ん」

「フッフッフ」

　沙織は指輪をあげた時に見せた笑い方をした。 この笑いをする時の沙織は照れ隠しの為にする。

　辺りはすっかり日も落ちて昼から降り始めた雪はしっかりとした白い粒になって落ちてきた。 

　僕達は沙織の家に向かった。 今日は初めて沙織の家に行って、一緒に鍋をする。 

　電車で15分位揺られて駅からすぐの明るい通りに白とピンクの小さいお城のようなコーポがあり、そこが沙織の家だった。

　玄関のカギを開けている時に凄いドキドキした。 

　ドアが開くと玄関に綺麗な花が飾ってあり、中に入るとワンルームにロフトがあって綺麗に片付いていかにも女の子らしい部屋だった。 

「とりあえず座ってて」

　僕はソファーに座りテレビをつけた。 台所では沙織が鍋の準備をしている。 

「ヤバい、最高だ」

「え～、何か言った？」

　しまった！ 　心の叫びが見事に外に出てしまっていた。 

「いや～、お腹すいたな～って」

「じゃあこれ食べてて」

　沙織はそういうと刻んだ大根とツナを混ぜた簡単な物を作ってくれた。 僕はそれを食べながら、幸せを感じながらテレビを見ていた。

　ピンポーン♪

　その幸せの時間を終わらせるチャイムが鳴った。一弥と脇坂がやってきた。

「メリ～クリスマ～ス」

「恵介元気だった？」

　一弥が調子よく言った。

「昨日の今日じゃねーかよ」

　一弥も脇坂も昼間はそれぞれ用事があってたまたま僕と沙織が二人きりで昼間を過ごしていたってことだったのだ。

　もう少しこの新婚気分を味わいたかったな。と思った。

「さあ、いくよ」

　キッチンから沙織は鍋を持って来た。僕は器と飲み物を用意した。 

「いただきま～す」

「メリ～クリスマ～ス」

　昨日まで囲んだ鍋とはまた違う感じがあった。 

「なんかこういうのいいね」

「青春時代の１ページだな」

　相変わらず一弥はわけのわからない事を言っていた。

　僕達はこの頃はほとんど毎日一緒にいるような生活が当たり前のようになっていた。




　数日が経ち、街はクリスマスのイルミネーションが解かれ正月を迎えていた。 

　年始はそれぞれ家族で過ごし、僕らが顔を合わせたのは正月３日を過ぎた頃だった。

　みんなで改めて初詣に行ってきた。待ち合わせ場所の原宿駅は同じように初詣客で賑わっていた。

　人の波に流されながらお賽銭を投げ入れてお参り出来たのは一時間後だった。 

「恵介、何お願いしたの？」

「ん？　今年は優勝出来ますようにって」

　あとひとつ、沙織といつまでも一緒にいれますように、だ。 

　そのあと四人で出店回りをしてジャガバターやタコヤキを食べ歩いた。 

　そしておみくじを引いて一弥は無言でそれを結びに行った。

「やらかしたな」

「やっちまった」

「私大吉だもんね」

　沙織が言った。 

「俺も大吉」

　僕達はハイタッチした。

　そして残る脇坂を３人はニタニタしながら注目した。

　少し神妙な顔で脇坂は口を開いた 

「…半吉」

「えっ？　何？」

「半吉だっつってんのよ！」

　脇坂のおみくじには確かに半吉と書かれていた 

「何だよそれ」

「こっちが聞きたいわよ」

「脇坂やっぱ持ってんな～」

「正月からほうり込んでくるな～」

　僕と一弥は脇坂をからかった。

　ところで半吉とはいいのか悪いのか分からなかったが結局脇坂はそれを結びに行った。 

「来週から授業始まるね」

　みんなでご飯を食べながら残り少なくなった冬休みの気分を切り替え始めた。

　いよいよ冬休みも終わる。 




　久しぶりの学校は変わった事もなく日々が流れていった。 

　学生たちは二年生になるために後期の試験勉強をやる者もいれば、体育会系の部活の人達はひたすら先生に挨拶回りをしていた。うちの大学の野球、ラグビー、柔道部の毎年恒例行事らしい。 

　いざ試験も終わり、学部の窓口に成績表をもらいにいくと僕達はみんなキッチリ単位を取って無事進級が決まった。 

　その数日後四年生の追いコンが開催された。 

　今年度は学内ベスト８になった。

　もうすっかり大所帯になったし沢山の仲間も増えた。

　卒業する姉御は飲みながら涙や色んなものを流して皆に絡んでいた。 

　会も終盤に差し掛かり、吉田さんからの挨拶があった。

「みんな聞いてくれ」

　みんな静まり聞いた。

　中には姉御と結婚するんですか？　的なガヤをいれる人もいた。

　十分な間をとって吉田さんの口が静かに開いた。 

「みんな、来年もよろしく！頑張ろう！」

　みんな酔ってるから最初は飲み込め無かったが 

「いや、だから来年もよろしくって」

　そういえば吉田さんはまだ３年生であと一年残っているんだった。

「吉田さん卒業できなかったのかと思いましたよー」

　皆、吉田さんをからかい、沢山笑った。

　その日は朝まで皆で笑って、姉御を笑顔で送った。

　そして僕達の大学二年目が始まった。







　４月。 

　満開だった桜も徐々に散っていった。 

　校内に新入生が溢れ僕達はチームの新人勧誘をしていた。 

　隣にいる沙織と出会って丸一年、今の状況は想像もできなかった。

　今彼女はいつも僕の横にいる。 

　一弥と脇坂が勧誘に走り、僕と沙織は机の前で留守番をした。

「俺さ、入学式で一目惚れだったんだぜ」

　聞いた沙織の耳が真っ赤になった。

「嘘だよー、照れた？」

「照れてないわよ！」

　そういうと沙織はメガホンで僕の頭を叩いた。

「はいはい～こちらに～」

　暫くすると吉田さんの声が聞こえてきた。

　僕達は入部希望者が来たと思い、嬉しくてふざけるのをやめた。

　声の方を見ると、がっかりした。吉田さんが連れてきたのは女の子ばかりだった。

「吉田さん、マジ頼みますよ」

「ちゃんと選手を勧誘して下さ～い」

　沙織もメガホンを使ってダメ出しをしたが、吉田さんの浮かれたテンションは変わらなかった。

「水嶋先輩！」

　聞き覚えのある声に顔をあげると見覚えのある顔があった。 僕の高校のひとつ下でサッカー部のマネージャーをしていた佐伯ゆかりだった。

「水嶋先輩！やっぱりサッカー続けてたんですね！」

　彼女は派手に見えるが真面目な女の子だ。 

「ああ、佐伯さんじゃん、久しぶり」

　すると佐伯さんは僕に飛びついてきた。

「水嶋先輩、やっと見つけました、サッカーサークル探せば絶対見つかると思ってました！」

「二人知り合い？」

　吉田さんが聞いた。

「はい、私、佐伯ゆかりと申します、水嶋先輩がいた嶺南高校でサッカー部のマネージャーやってました」

「俺も嶺南だよ」

　吉田さんの言葉を無視して彼女は一方的に話し続けた。

「あら、恵介先輩、オモテになりますこと」

　隣の沙織が強烈に僕の太ももをつねった。

「痛った！」

「水嶋先輩、まだ足が痛いんですか、私マッサージします・・・」

　テンションが上がった佐伯さんが延々と語っていると、佐伯さんはある人物に目が行き、急に冷めた表情になった。

　その視線の先にいたのは勧誘から戻ってきた一弥だった。

　一弥もまた、佐伯さんに気付き、何とも言い難い表情になった。

「高橋先輩も一緒の学校だったんですね、よろしくお願いしまーす」

　佐伯さんは物凄い棒読みで一弥に挨拶した。

「よろしくちゃん♪」

　一弥もデレっとした顔で返事をした。

　佐伯さんはちょっと気まずくなったのか、入部届けを書いて一緒に来ていた新入生の女子達とその場を後にした。それを追うように一弥が両手を胸に当てて目を閉じた。

　まるで女神でも見たかのような表情だった。

　すると脇坂が僕と沙織の間を割って入ってきた。

「一弥のあの顔なんなの、気持ち悪い」

「確かに今までにない顔よね」

　沙織も気持ち悪がって言った。

「あいつさ、高校の時佐伯さんに告白して振られたんだよ」

「あいつそんなの関係ない、むしろそんな事実無かったかのような顔してるわよ」

　脇坂が乗り出して言った。

「メンタルの強さがあいつの魅力の一つだからな」

「只の単細胞じゃないよ」

「サッカーは極めてシンプルなスポーツだ、私がゴールを許さなければ負ける事はないのだから」

「なによそれ」

「一弥のサッカー理論、ていうか、口癖」

「理論じゃないじゃん、あいつほんと馬鹿だねー」

　脇坂があきれ顔で言った、沙織も横でウンウンとうなずいていた。




　その週末、チームの皆はいつもの居酒屋に集合した。

　吉田さんの号令で新人歓迎会が始まった。 

　吉田さんはお調子者だが面倒見の良さで後輩から凄く慕われていた。そして女子マネージャーで姉御なき後のそのポジションは脇坂のものになっていた。 

　女子のテーブルの真ん中に座り、両脇を沙織と佐伯さんが挟んでいた。 

「佐伯さんて恵介と一弥の後輩なんだって？」

　脇坂が切りだした。

「そうなんですよ。水嶋先輩は私達の憧れでしたから」

「一弥は？」

「高橋さんは…」

　遠くで一弥は女子テーブルに耳を傾けていた。

「お前なにやってんだ？」

　吉田さんが変なものを見る目で一弥に言った。 体はテーブル、首から上は沙織達のテーブル方向に寄っていた。 

「バレバレだな」

　僕はつぶやいた。

　そのあと吉田さんと新人のプロフィールを見ながら話していると、佐伯さんが僕と吉田さんの間に割り込んできた。 

「ここ失礼します！」

「佐伯さん、よろしくね」

　吉田さんがやさしく話しかけると彼女は吉田さんの方を向いて「よろしくお願いします！」と元気に返事をした。 

　彼女は僕の方に向き直り「水嶋先輩がんばりましょうね！」と甘えた声で彼女は僕に腕を絡ませて言った。 

　目の前の一弥の目線が怖かった。 

　背中には沙織のどんな視線が向けられていたんだろう。 

　僕は視線に挟まれる感覚が凄くあった。 

　僕は席を外した。 

　他の新人達と会話しに行くフリをしてその場から逃げた。 彼女はそのまま吉田さんと話を続けていたので僕は沙織と脇坂の席について三人で一弥の動きを観察していた。

「一弥新しいね」

「うん、あんなの見たことない」

　横から手が伸びてきて僕の頬をつねった。 

「恵介鼻の下伸びてた～」

　少しすねた声で沙織が言った。 僕はそんな顔をしていたのかな。 

「あの子恵介の事好きね」

　さすがに脇坂にははっきりと見えていたようだ。 僕は「そんなことね～よ」と言いながらグラスをあけた。 

　顔を上げると佐伯さんが仁王立ちしていた。

「聞きました。私負けません！」

　どうやら吉田さんが気を利かせてくれたらしい。 

　ちらっとみた一弥の目付きはエビス顔になっていた。 

「よっし」

　僕はそういって立ち上がった 

「みんな、今年は優勝しようぜ！！」

　店内が盛り上がって歓迎会は終了した。 

　それぞれが家路について僕は沙織と家に向かった。 

「恵介でれでれしてた～」

「してないよ」

　沙織は酔うと語尾が伸びる。 

「してたも～ん」

　僕は沙織の頭を撫でてあげた。 

「そんなことで機嫌は治らないもん」

　僕は考えた。

「映画！・・・じゃなくて水族館！」

「いや！」

　沙織はわがままな子供の様な声で言った。

「じゃあ今度秘密の場所に連れていってあげる」

「よし。じゃあ連れて行きなさい」

「了解！」

　僕達は酔っぱらいながら歩いて沙織の家の近くで解散した。

　次の連休に僕は沙織と遠出することにした。

　待ち合わせ時間に間に合うように出発はしたが、準備することがあって僕は30分近く遅刻してしまった。 

　待ち合わせ場所の喫茶店に着いたときには沙織のほっぺたはいつもの倍にふくれていた。

「おそい！」

「ごめん。ちょっと準備があって」

「何よ準備って」

　僕はふくれ面の沙織の手を取って店の外に出た。 

　僕は助手席のドアを開けて沙織をエスコートした。 すさかず後ろの座席から小さな花束を渡した。

「かわいい」

　沙織の顔が少しやさしくなった。

「今日はお姫様気分でお楽しみください」

　僕は笑って車のエンジンをかけた。 

「今日は遠出するからね」

「どこまで？」

「それはお楽しみ」

　車は首都高から東名高速に乗った。 

　天気も良く、道も順調。

「あっ」

　トンネルを抜けると一面に海が広がった。 ちょうど熱海辺りを通過していた。 

「海綺麗～」

　車は沼津インターを降りてしばらく走った。

「さあ、着いたよ」

　車を停めた場所は古い工場跡のような場所だった。 

「何にもないじゃん」

　沙織は不思議そうな顔で言った。

　確かにその場所は何もない、只の空き地のような場所だったからだ。

「こっちきてみな」

　僕は先を歩いてちょっと階段を上って振り返った。

　小走りに沙織が駆けて僕を追い抜くとすぐに波の音がする場所に出た。 

「うわ～っ」

　沙織は感嘆の声を上げた。 

「プライベートビーチみたい」

　松林を抜けると眼前には太陽が照らしてキラキラ輝いている海が広がった。 

「ここ、俺の秘密の場所」

「なんでこんなとこ知ってるの？」

「じいちゃんちが近くにあってよく連れてきてもらったんだ」

　僕達は波際にいってテトラポットに並んで座った。 

　潮風を受けながら遠くに見えるカモメをずっと見ていた。 時間が経つのを忘れてずっと肩を寄せてぼ～っとしていた。 

　陽が落ち始めたころ僕達はその場を後にした。 

　車は来た道と逆方向へ。

「どこいくの？」

「秘密」

　僕はそういって無言で車を走らせた。 

　陽の明かりが月の明かりにかわるころ車は高台の上に着いた。 

「着いたよ」

　僕は助手席のドアを開けて沙織の手をとり、少し歩いた。 

「わぁ」

　沙織が昼間海を見たのとはまた違う歓声をあげた。 

　ガードレール越しに見えるのは真っ暗な海と地上に広がる街の夜景。 １８０度のパノラマだ。 

　空を見上げると星空も広がった。 

「これがホントの秘密の場所」

　沙織はぎゅっと僕の手を握りしめた。 

「すっごい綺麗。ありがとう恵介、私幸せ。」

「凄く？」

　僕は笑いながら聞いた。

「まあまあ」

　それを見て沙織は照れ隠しなのか曖昧に答えた。

「まあまあかよ」

　僕はガードレールに両手をついて身体を乗り出して言った。

　僕達の視界に入ってくる景色は他に代えようがない最高の思い出になった。 

「恵介・・・」

「何？」

「なんでもない」

　暫く僕達は夜景を眺めていた。

「さてと、リフレッシュ終了！帰ろっか」

　僕達は車に乗り込み東京を目指した。

　疲れたのか隣の彼女は子供みたいに眠りに入っていた。僕はそれを横目で見ていた。

　本当に幸せだった。 

　この幸せはずっと、ずっと続くものだと思っていたんだ。







　景色にだんだん緑が増えてきた。 

　朝も清々しく目が覚めた。 

　二年目の履修も決まり、僕達四人は同じゼミを受ける事になった。 

　何も変わることのない日常 。

　授業後には練習。

　その日届いた今年の組み合わせを皆で見ていた。 

「ヨッシャー！やったるで～！」

　吉田さんがいつも以上にやる気満々だった。 

　去年うちはベスト８だったから一回戦はシード、そして新入生も有望株が何人かいて今年は去年よりも層が厚くなったからだろう。

「今年は優勝だ～」

　キャプテンでもない一弥の掛け声で皆の気持ちが一つになった。 

　円陣の外で沙織はニコニコ皆を眺めていた。 

　そして日が経ち僕達は初戦を迎えた。

　去年は全てが緊張の連続と負け続けていた気持ちでヨレヨレだったけど今年のチームはたくましくなった。 

　吉田さんが沢山練習試合を組んでくれたり合宿を組んだりでチームワークもバッチリ。 

初戦を完封勝ち、続く三回戦も勝利した 。

　あっというまに去年と肩を並べた 。

　毎回の打ち上げでチームのモチベーションも上がってきて僕もここまで得点王争いに絡んでいる。

「恵介、これは優勝と得点王いっちゃうんじゃない？」

　笑顔で沙織が言うとチームの皆が記者会見みたいに僕の回りを囲んで即興のふざけが始まった。 

「いえ、僕は一試合一試合大切にチームの勝利に貢献できればいいと思っています」

「真面目か！」

　ドッと座が沸く。 

　この頃になると入部したばかりの頃は何かにつけて沙織にライバル心をむき出しにしていた佐伯さんも打ち解けてマネージャー達もいい空気で僕達をサポートしてくれていた。

幸せだった。 

　気のいい仲間と過ごすこの時間は最高だった。 

「優勝したらどうしようね」

「優勝か～、するだろうな」

「あんたたち何コソコソやってんのよ」

　脇坂に突っ込まれ、一気飲みをさせられた。

　全員で雄叫びを上げた。 

　次の試合も勢いで勝ち進んだ。

　そして次の相手は去年の優勝チーム。そう、僕達が去年負けた相手だ。

　みんなで一つ前の試合を見ていたが、向こうはさすがの貫録で圧倒的な強さを見せつけていた。僕達はこの最強の敵に挑むのだ。




　練習終りに一弥と飲んで家に帰ると一通のはがきが届いていた。

　裏を見ると小学校時代の同窓会の知らせだった。そういえば二十歳になる年に集まろうと約束していたのを思い出した。 

　はがきをテーブルの上に置こうとしたとき、同時に携帯が鳴った。一弥からの電話だった。 

「恵介！行くだろ！」

　さっきまでベロベロに酔って呂律が回っていなかったのにはっきりした口調だった。

「いくよ」

「俺どうしよう、何着ていこうか、なあ。」

　あいつの鼻息が荒い理由は僕には分かっていた。 

　同じクラスにいた中島恵という子が一弥の初恋の相手だったから。 

「なんでもいいだろ～よ」

「お前はホントにあれだよな、昔の仲間に会うのに失礼だぞ」

　受話器の向こうで興奮している一弥の顔が浮かぶと思わず笑ってしまった。 

　次の日僕は一弥に連れられて行き慣れない原宿に買い物を付き合わされた。歩き疲れたので喫茶店で一息入れた。 

「恵介、俺はこの再会をなんとすればいいか」

「全く意味が分からない」

「お前には沙織がいるもんな、俺はこの気持ちを…」

　一弥はやや興奮しながら一方的に言いたいことをしゃべった。

「ハイハイ、中島だろ？」

「（ギクッ）なんで知ってんだ」

「誰でも知ってるだろうよ」

　同窓会のネタ１つでこんなに楽しい話が出来るのも幸せなことかもしれない。 

　昔好きだった人に会ったら僕も一弥みたいな気持ちになるのだろうか 、でも僕にはそんな子はいないし今は沙織が一緒にいるだけでいい。 

「お前は沙織ボケだからな」

「正解～」

　その夜沙織と夜は電話で今日の一弥の異様なテンションの話で盛り上がった 

　そしていよいよ最大の敵に挑む。




　センターサークルの向こう側には知った顔がいくつかあった。 

　去年僕達をぐうの音も出ないほどに叩きのめした相手だ。 でも僕は個人的に学祭のオールスター戦で一緒になった人もいたので敵というよりは戦友だった。 

「水嶋、ここまできたな」

「今回は上に行かせてもらいますよ」

　そう言うと僕はチームのみんなの顔を見た。みんな気持ちは１つ。 

　試合が始まって序盤から相手のペースだった。 

　向こうはしっかりうちを研究してきたみたいで弱い所を的確に突いてくる。 しかしうちも地力はある。 

　一弥がいい指示を出して守りを引っ張る。 

　と、隙をついてカウンター一閃。 

　中盤から吉田さんへ。そしてセンタリングに僕が飛び込んでいく。 しかし相手のディフェンスもそれをきっちり跳ね返す。 

　ボールがラインを割って会場に大歓声がわいた。 ベンチからも沙織と脇坂の声援が飛ぶ。 

　相手はうちを去年のうちとは思わず初めから全力で向かってきていた。 

　やがてうちは劣勢になりボール支配率は圧倒的になった。 しかし前半はお互いに得点をあげることはなかった。 

「どうした得点王！こっち限界だぞ！」

　一弥がフラフラになって言った。 

「でもしっかり守りきれてるわよ」

　沙織達の激が飛ぶ。 

「俺たちは挑戦者だぜ！」

　いつもは慌てている吉田さんの一言でチームは冷静になった。

　誰も僕達が勝つとは思ってないし、相手も３連覇を信じている。 

　僕達は気合いを入れ直してベンチを飛び出して行った。 

　後半戦が始まり、冷静にボールを回していると気付いたことがある。相手もこの暑さで大分疲弊していた。周りを見るとみんなもそれに気付いていた様だ。 

　しかしうちの劣勢は変わらず、カウンターに頼るパターンは変わらなかった。

　そしてついにビッグチャンスがやってきた。

　 ゴール近くで僕が倒されてフリーキックのチャンス。 この最大のチャンスに蹴るのは吉田さん。 

　ゴールエリアは目まぐるしくポジション争いが繰り広げられる中、吉田さんが蹴った。 　

　周りのマークは僕に集まるなか吉田さんが蹴ったボールは誰も触れることなくそのままゴール右隅に吸い込まれて行った…。 

　会場が一瞬水を張ったように静まり返り、大歓声に沸いた。 

　そして、最後まで僕達はこの一点を全員で守りきり、勝利した。 

　挨拶をする相手は皆泣き崩れ、僕達も放心状態でベンチに戻ると皆が飛び付いてきた。 

「やったぞ！やったんだぞ！」

　うしろで脇坂も沙織も歓喜の涙を流し皆で雄叫びをあげた。 

「あと１つだ！」

　試合が終わるとみんな全身の力が抜けたように座り込んだ。 明応スポーツの取材や周りの観客からの歓声に応えるのがやっとなくらいだった。 

「恵介、あとひとつ！」

　沙織が遠くから叫んだ。

　僕は無言で右手を沙織に向かって突き出した。

　あと１つだ。 

　明日勝てば大学代表で関東大会にいける。 沙織を絶対に連れていく。 

　木陰でミーティングをしたあと、もうひとつの試合を観て夜の打ち上げに向かった。 




「え～、本日はお日柄もよく…」

「さっさとやっちゃいましょうよ！」

　いつもの調子で宴会が始まった。 

　みんな去年の雪辱を果たしてまるで優勝したかのような騒ぎだった。 じっとまわりを見渡すと、一年前のこの時間の記憶が甦ってきた。 

「ほとんどが幽霊部員なんだ」

　思い出したらくすっと笑ってしまった。 

　いつも隣に沙織、脇坂、そして一弥がいた。 

　楽しくて仕方がないこの仲間との時間がたまらなく好きだ。 

　いつもはおとなしめの佐伯さんもはしゃいでいた。 

「恵介。明日も頑張ってね」

　沙織の言葉が一番励みになり、僕にとっての癒しだった。 

「みんな、明日も勝とう！」

　吉田さんの掛け声で宴はおひらきになった。

　店を出て僕は一弥と、沙織は脇坂とそれぞれ家路に着いた。 

「明日絶対勝とうな！」

　僕と一弥は同時に言った。

　高校時代は県で準優勝が最高の成績だった。僕達にとっては二度目のタイトルへの挑戦だった。 

　家について沙織にメールを打って安心したら睡魔に襲われて僕は深い眠りについた。 







　翌朝の目覚めは昨夜だいぶ飲んでいた割に意外とすっきりしていた。 

　体も軽いし、気分も良かった。 

　一弥と待ち合わせてグランドに向かった。 

　グランドには久しぶりの顔があった。 

　姉御だ。 

「お久しぶりっす」

　日曜日で会社も休みということで決勝の応援に駆けつけてくれたらしい。 

　試合前になっても沙織と脇坂はまだ来ていなかった。 またいつもの事かとせっかくの決勝なのにとちょっと残念な気分になった。 

　でもそれはそれで到着した時にリードしている所を見せてやろうと心に誓い試合に向かった。 




　相手は毎年勝ち上がりの常連だったが決勝は初めて。だからどちらが勝っても初優勝ということでお互いに意識していた。

　先に仕掛けたのは昨日の勝利から勢いのあるうちだった。 

　僕のロングシュートをキーパーがはじいてこぼれたボールをキープした吉田さんが・・・

　ファールを受けた。

　良い時間帯でＰＫを得た。

　蹴るのはもちろんここまで得点王争いトップの僕だ。

　ボールをセットし、助走するために下がって一息ついたら、急に心臓が高鳴りだした。

　この感覚、高校時代のあのＰＫの時の様な感じだった。

　しかし今回はあのとき以上の緊張が襲ってきた。

　なかなか助走に入れす、チームメイトの声も掛る中、聞き覚えのある声が耳に届いた。

「恵介、決めて！」

　沙織の声だ。

　僕は振り向かず、胸にげんこつをぶつけ、心の中でつぶやいた。

「ＰＫを外す事ができるのは、ＰＫを蹴る勇気がある者だけだ」

　胸のドキドキが消えた。

　僕はゆっくり助走に入り思いっきり蹴り込んだ。

　ボールはキーパーの逆を突いてゴールネットに突き刺さった。 

　そのあと勢いにのり、ロスタイムにも１点追加して危なげなく前半を折り返した。 

　歓声に沸く会場。 

　僕も前半の疲れをモノともせず、沙織の元に向かった。

　皆がベンチに戻ったとき、ベンチには沙織の姿はなく、皆には笑顔がなかった。 佐伯さんと姉御がうつむいている。 その凍りついた表情を僕達は理解できなかった。

「どうしたんすか？」

　誰も何も答えない。

「だから、どうかしたんですかって」

　うつむいて、涙をためた姉御が静かに口を開いた。

「沙織が・・・今亡くなったって」

「さっき病院の由美から電話があって…」

「なんで！？」

　僕は全身の血の気が引いて声にならない声で叫んだ。 

「昨日の夜信号無視の車に捲き込まれて…」

　そう言うと姉後は泣き崩れた。

　それを支える佐伯さんもボロボロと涙を流していた。

　目の前が真っ白になった。

　ハーフタイム。僕達のベンチの時間が止まった。 

　その後の言葉は覚えていない。 

　そして誰かが言った。 

「勝とう」

　僕達は力なく再びグランドに散っていった。 

　時が経つのも虚しいだけの45分だった。

　僕は自分がどんなプレイをしたのか、まるで水中の中にいるかのように目の前も、聞こえる音もずっとぼやけていた。

　そして、静かに長い笛が鳴り響き、試合が終わった。 

　試合が終わると僕はそのままグランドを飛び出していた。 

　それを見た一弥も僕を追って走った。 

　閉会式は何事も、何の事情も知らず静かに執り行われた、僕達の初優勝と、僕の大会得点王、ＭＶＰが決まった様だった。 




　僕はそのまま病院に向かっていた。 

　道のりは記憶にない。病院の玄関には脇坂が呆然と立っていた。 

「悪い冗談やめろよ」

「…」

「ドッキリだろ？」

「…」

「おい、何か言えよ！」

　脇坂はただうつむき何も言わなかった。 

「おい！」

「…昨日別れたあと事故にあったって」

「…」

「携帯の履歴から私のとこに電話があったの」

「何ですぐ知らせないんだよ！」

「だって…」

　僕は脇坂に嫌な言葉をたくさん言ったと思う。 

　もう自分でもどんな状態だったか記憶にない。 

　わかっていたのはそれを現実として受け入れられなかった事と沙織の顔を見ることを拒んでいたこと。 

　僕は泣きじゃくる脇坂を見てその場を逃げ出した。

　気がつくと僕はどこかのビルの屋上にいた。 

「恵介！」

「恵介って沢山呼びたいの」

「私すっごく幸せ」

　頭の中に沙織の笑顔と沢山の言葉が何度も繰り返されていた。 

　もうそう言われることはないのか。 

「恵介！」

　虚ろに振り向くと一弥が立っていた。 

「恵介」

　僕が黙っていると一弥が静かに話した。 

「脇坂の判断もしかたないよ」

「…」

「お前が試合に行かなかったりしたら沙織が悲しんでたと思う」

「だってよ…」

「優勝するって約束したじゃん。その約束果たしたじゃん。あいつ絶対喜んでるよ」

　初めて涙が流れてきた。

　こんな気持ちの時はどうすればわからなかっただけかもしれない。 背中をポンと押されたら僕は一気に溜まっていたものが溢れ出た。ただ無力な僕にはそれしかできることはなかった。

　人間はこれほどまでに涙が流れるものか。

　流れても、流れても終わりのこない悲しみと同時に自分への罪悪感でいっぱいになった。

　昨日、一緒に帰っていれば。

　僕が家まで送っていれば。

　…僕がサッカーをやっていなければ。

　沙織が死んだのは全部僕のせいだ。

　沙織に最後に送ったメール。

　返事が返ってこなかったメール。

「おやすみ」

　翌日、僕はサッカーを辞めた。





沙織、僕は君にとってどんな人間でしたか？

一目君を見て僕の心は君に釘付けになっていました。

そして、いつまでも、いつまでも一緒にいたいと願いました。

君の２度目の誕生日も、君と二度目のクリスマスも。

君が年老いていく姿も、見守ってあげられなくなった。

もうきみと会うことは叶わなくなってしまったけど。

僕は君だけを想い続ける。

ありがとう。




第一章　　出会い　了


  

 第二章　　　巡り合い



  

　緑の木々が重なる森には蝉の鳴き声が響いている。

　公園の噴水では小さな子どもたちが水浴びをして遊んでいる。

　街を歩けばアスファルトからの照り返しで汗が粒になって流れてくる。

　季節は真夏。

　どこかの倉庫で段ボール箱を積み上げながら１人の青年が汗を流していた。青年が足場のバランスを崩して積み上げた段ボールの箱が崩れ落ちた。

「あ～、もう、しっかりやってくれよ」

「す、すいません」

　作業服を着た気難しそうな男が青年にあきれた声で言った。

「全く、担当替えてほしいよ」

「気を付けます」

　青年はまた一からの作業をし終えると、その男にサインをもらってその場所を後にした。







　沙織が事故に遭った日から僕の中ですべてが弾け、逃げるように大学も辞めた。
　チームのみんなには相当な迷惑をかけたと思う。結局関東大会は１回戦で敗退したそうだ。

　僕が急に辞めたことに対しては誰も何も言わなかった。想像するに吉田さんが気を使ってくれていたんだと思う。

　一弥と脇坂も残された学生生活をサークル活動をし、僕と沙織がいない残りの月日を過ごしたらしい。

　あれから三年が経っていた。

　僕は学校をやめて暫くしてからとあるメーカーに就職した。 あの日の事がいつまでも心の隅にあり、都内を避け遠い所にある会社を選んだ。仕事は外回りの営業の手伝いをしながら主には配送の仕事だ。就職したと言っても言葉だけで大学中退の僕はアルバイトと社員の間くらいの立場として籍を置いてもらっていた。 特にこれがやりたいとかいう職種ではなかったが入社試験も簡単なものだったから。

 

　夕方再び会社に戻り書類の整理をして家に帰る。 

　僕が今の会社では一番年下で、配送作業がないときは大体先輩の牧さんと課長の佐野さんについてカバン持ちをしていた。 毎日が覚えることだらけで三年目になってもいつも業務部やお客さんから怒られていた。 

　そんな事があって幾らか忙しさに紛れて気持ちは平静を保てていた。

　しかしあれから三年が経ったけど僕の心には相変わらず大きな穴があいたままだ。 




　癒えないままの気持ちと前に進まなきゃいけないと思う気持ちとの葛藤になる。 

　大学に通っていれば丁度卒業して就職していた年。

　一弥はキャラに似合わず公務員に、脇坂はデザイン会社に就職したそうだ。僕も気持を入れ替えて頑張ろうという気持ちは持つのだが、暑い夏が近くなると、沙織の命日が近づいてくると歩を進めようとする僕の気持ちがいつもそこに足止めされていた。







　10人分ほどのデスクがある小さなオフィスにタオルで汗を拭いながら電話応対をしている男性がいる。彼は恵介の上司の佐野である。

「はい、はい、もうおっしゃる通りで」

「はい、十分に指導してまいりますのでどうか・・・」

　佐野は電話を切ると机の上にある麦茶を一気に飲み干し大きくため息をついた。

「お疲れっす、帰りました～」

　少し鼻にかかる甲高い声で調子よく帰社してきたのは恵介と同じ大学出身の先輩牧だった。

「おう牧、お疲れ」

「佐野さん、なんか疲れてません？　さてはまた水嶋なんかやらかしました？」

　そういうと牧も自分の席に座り女子社員が入れた麦茶を一気に飲んだ。

「帰りました」

　佐野と牧が暫く話をしていると、そこに恵介が帰ってきた。

「水嶋、また佐野さんにクレームだってよ、しっかりやれよ」

　牧さんが怒るというよりは半笑いで言った。

「すいません」

「お前はいつになったら本気になるんや、また仲井さんが担当変えてくれってきたぞ」

「すいません」

「こいつ本気スイッチ故障してるんすよ、まあまだ日が浅いから」

　牧さんが笑いながら言った。

「・・すいません」

「その気の抜けた返事がいかん、お前大学までサッカー部だろ、もっとハツラツとしろよ！」

　口調は厳しかったが、佐野さんの表情はやさしかった。

　佐野さんと牧さんは僕にいつも一から十まで全部教えてくれる。なにかトラブルがあるとすぐに気にしてくれたり相談に乗ってくれたり。

　会社だし客商売だから当たり前といえばそうなのだが、僕も早く期待に答えたいとは思っているがなかなかうまくいかない。

　注意と指導が終わって暫くするとタバコの煙を吐き出しながら牧さんが話しかけてきた。

「あのさ、お前明日の予定どうなってる？」

「明日は特に配送もないんで会社で資料整理しようと思ってます」

「あのさ、頼みがあるんだ」

　牧さんは明日から出張に出るらしいのだが、工場の機械トラブルで今日発送の商品が間に合わず、明日工場からお客さんに謝りついでに代わりに納品してきてほしいとの事だった。

　僕は牧さんから書類と地図を受け取って明日の準備をした。

 

　翌日僕は早朝から会社の車で工場に向かった。

　富士山の麓にうちの工場はある。 

　工場長と研修以来に会って、積込の用意が出来るまで僕は談笑していた。 

「早く佐野くんみたいになれよ」

　工場長は最後にそう言って僕を送り出した。

　１時間ほど東名高速を走り首都高に乗り換えた。

　やがて２４６に向かっている途中僕は突然息苦しくなって車を停めた。 外の景色を見るとそこは大学生の時に良くみんなで歩いた懐かしい街並みだった。

　僕の心臓の鼓動が速くなってきた。同時に早くここから逃げ出したい、と思った。 忌まわしい記憶に胸が締め付けられた。 

　車を走らせてようやく目的地の会社に着いた。

　前田製菓。

　ここは有名なクラッカーや子供用菓子のボウロなどを作っている会社だ。うちにとっては中堅規模の取引先だが、付き合いは長いらしい。 




　倉庫に案内され僕は資材担当の中谷さんの指示で段ボールを荷台に乗せ次々と棚に上げた。

「東タイさん、これで最後ね」

　東タイとは僕が務めている会社の名前だ。

「わざわざ工場からありがとね、これでうちも間にあったよ」

「いえ、こちらの機械トラブルのせいでもあったので」

「じゃあこっちについてきて」

　中谷さんに案内されて納品書にサインを貰いに事務所に向かう。 

「あ、東タイさん。こっちこっち」

「あ、はい。」

　僕は中谷さんの後をついて廊下の角を曲がると人とぶつかった。僕は尻もちをついた。

「大丈夫ですか？」

「すいません」

　僕は手を差し出してきたぶつかった相手を見上げると目を疑った。

「け、恵介？」

　僕の耳に聞き覚えのある声があった。

「吉田さん？」

　僕は立ちあがって吉田さんの顔を見ると何も言わず無意識にその場から走って逃げた。

「東タイさん！」

　中谷さんが僕を呼んだがそれを無視して僕は走った。

　僕は前田製菓の中庭に着いた。

　急に耳鳴りが僕を襲った。

　頭の中ではサッカーグランドで聞いた歓声が記憶の中で鳴り響いた。

「恵介！」

　息が苦しくなり、気が遠くなりそうになった時、吉田さんの声がした。

　僕は我に返り、振り返ったが、吉田さんの顔を見る事が出来ず、すぐに背を向けた。

「恵介」

　吉田さんは優しい口調で僕に話しかけた。

「吉田さん、すいませんでした」

「何がだ？」

「あんな辞め方をして。吉田さんの最後の大会だったのに」

　吉田さんは僕の背中に話しかけた。

「何言ってるんだ、俺は感謝してるよ、お前がいなかったら学内優勝なんかできなかったからな・・・すまん」

　吉田さんは気まずそうに言った。

　暫く無言の時間が続いた。

「恵介、一弥や脇坂と連絡はとってるのか？」

「いえ」

「じゃあ連絡を」

「辞めて下さい！」

　僕は強い口調で言った。

　あいつらには申し訳ない事をしていることは十分理解している。

「あいつらと話すと、どうしても沙織の事を思い出してしまうんです」

　また無言の時間が経過した。

「恵介、俺今度結婚するんだ、相手誰だと思う？　びっくりするぞ」

　吉田さんが話題を変えようと話し始めた。

「もし、お前の心の整理がついたら是非来てくれよ、皆も待ってる。これ招待状と今の連絡先」

　そういうと吉田さんは鞄の中から封筒と名刺を出して僕に無理やり握らせた。

「恵介、悲しいのはお前だけじゃないんだ、俺たちだって大事な仲間を失ったんだぜ」

「大事な・・・マネージャーを・・・」

「そして、お前もだ」

　そう言うと吉田さんは僕の肩をポンと叩いてその場を去って行った。

　僕は封筒を見つめていた。

　ふと目を閉じると、柔らかい風が吹いた。

　目をあけると立ちくらみの様な状態になり頭がぼおっとした。

「恵介！」

　我に返ると目の前に沙織が立っていた。

　僕は無意識に慌てて封筒を身体の後ろに隠した。

「なんか隠した」

　沙織は眉間にシワを寄せて口を尖らせた。

「隠してねーよ」

「ふーん」

　そういうと沙織は僕の周りをぐるっと一周した。

「あっ、あそこにバッジオがいる」

　いるわけがないのだが僕は沙織が指さした方向に気を取られた。

　その一瞬の隙をついて沙織は僕の手から封筒を奪い去った。

「あーあ」

　沙織が封筒をあけて中にある物を取り出した。

「マリノスvsグランパス？」

　僕は照れ隠しに慌てて見せた。

「いや、知り合いに貰ったんだけど俺身体一個しかなくてさ、まあ、なんだ、その・・・」

「沙織～！」

　僕が慌てていると脇坂の声がしてこちらに走ってきた。

「なんだ、恵介も一緒か」

「悪かったな」

「沙織、買物行こうよ、こないだ買った服ちっちゃくて破れちゃったのよ」

「なんでだろうね～」

　沙織は首を大げさに傾けて脇坂の顔を下から見上げた。

「よっ、皆さんお揃いで」

　一弥もやってきた。

「お疲れ一弥」

　一弥は僕とハイタッチしてそのまま沙織が持っているチケットを奪った。

「あっ」

「・・・マリノスvsグランパス・・・川口vs楢崎・・・俺が行く」

　一弥の目が光って右手を挙げた。

「私が行くわ」

　脇坂も手を挙げた。

　沙織がなんともいえないやられたという笑い方をしてしぶしぶ手を挙げた。

「・・・じゃあ、私が」

「どうぞどうぞ」

　一弥と脇坂が笑って沙織に向かってチケットを差し出した。

「じゃ、そういうことで」

　一弥はそういうと敬礼をしてその場を去った。

　脇坂もそれに続いて帰って行った。

　沙織は僕を見るといたずら顔で笑ってチケットを僕に手渡した。

「水嶋恵介君、楽しみにしてるね」

　そういうと沙織は僕の頭をなでて二人を追っていった。

　僕はその背中を見ていた。

「東タイさん」

　その声に僕は我に返った。

　振り向くと中谷さんがサインを書き終えた伝票を届けに来た。

「すいません、急にいなくなっちゃって」

「びっくりしましたよ、吉田の後輩だったんだね」

　そういうと中谷さんは僕に伝票を渡して気をつけて帰ってねと言い残しその場を離れた。

　吉田さんと四年ぶりに会って帰りの車の中は色々な記憶が駆け巡った。

　会社の寮に帰ると僕はベッドに倒れ込み、沙織からもらったクロスのネックレスをいつまでも見つめていた。







　吉田さんの結婚式の日が近づいてきていた。

　毎日の作業をしながら、毎日行くべきか行かざるべきかの葛藤に陥った。

　行けば必ずサークルのメンバーはいるだろう。あんな辞め方をして誰もが僕を恨んでいるだろう。でも、毎晩招待状を見るたびに自分自身に変わらなきゃ、前に進まなきゃ、という気持ちも少しではあるがわいてきていた。




　結婚式当日。

　僕は牧さんに礼服を借りて重い足取りで式場に向かった。

　会場には吉田家、前澤家とあった。吉田さんは姉御と結婚するのだ。

　僕は重い足取りを進めて待合室付近に来た時、サークルの仲間達の姿が目に映った。

皆久しぶりにあったらしく盛り上がっていた。

　その中の一人が僕に気付き、その空気が静まり返った。

　一斉に皆の目が僕に集まり、びっくりしたような表情を浮かべた者、口々に文句を言いだす者もいた。一番奥から何があったのか不思議そうな顔つきで一弥と脇坂が掻き分けてきて僕に気付いた。

「け、恵介！」

　そう言うと一弥は一直線で僕に歩み寄り一発頬を殴った。

　僕は倒れ込み無気力な表情で一弥を見た。

「馬鹿野郎、何してたんだ」

　一弥は僕を引き起こし、強く抱きしめた。横で脇坂も涙目で僕を見ていた。

「今、何してるんだ」

「・・・メーカーの配送作業とか営業の手伝いだ」

「メーカー？」

「ウインナーとかお菓子の外装袋を作ってる会社、パッケージメーカーだよ」

　二人は僕にいろんな事を聞いて僕はそれに答えるだけだった。

　周りには僕を受け入れられないような表情の人や僕のそばに寄ってきて心配してくれる人それぞれだった。

「水嶋先輩」

　目線を声がした方に向けると佐伯さんが立っていた。

　彼女はまだ大学四年だが、サークルはあの後辞めて就職はどこかのテレビ局のアナウンサーに決まったらしい。

　僕が現れた事で異様な空気の中、吉田さんの結婚式が始まった。




　同じテーブルには一弥に脇坂、そして佐伯さん。多分吉田さん達が僕に気を使ってくれたんだと思う。 

　披露宴が始まり新郎新婦の入場 

「うえっ、あれアネゴ!?」

「馬子にも衣装ね」

「お前が言うなよ」

　僕達のテーブルは一弥と脇坂が場を盛り上げようと終始賑やかだった。 

　吉田さんに飲ませ過ぎてアネゴに怒られたり、僕は着席したままそれを見て笑った。




　時間が経って二人の生い立ち紹介の映像が流れだした。

　そして出会いのきっかけが流れた 

　僕達のテーブルだけが静まり返った。 スクリーンに映し出された写真、大学一年の時に夏の大会でベスト16を決めた試合後に皆で撮った集合写真。 

　輪の中に満面の笑みの沙織がいた。 

　その間誰も言葉を発しなかった。

　時間は巻き戻された。




　その夜僕は夢をみた 

　僕は今の年齢。 

　後ろから聞きなれた声で僕を呼ぶ声 

「恵介！久しぶり！」

　振り返るとそこには誰もいなかった 

　目が覚めると僕の枕は涙で濡れていた。







　暑い夏が過ぎ、夜は少し肌寒い季節になった。

　僕は相変わらずの毎日に戻っていた。

　ただあの日がきっかけで一弥と脇坂とは再び連絡は取るようになった。三人で会った時に少しずつ僕に笑顔が戻ってきたと脇坂は喜んでいたが、会話の中に沙織の思い出に関わる事だけは避けている空気はそれぞれ感じていた。

「水嶋、ちょっといいか？」

　オフィスでサンプルを作っていると僕は牧さんに呼ばれた。

　会議室にいくとそこには吉田さんが来ていた。

「よっ恵介」

　吉田さんは軽いノリで僕に挨拶した。

「水嶋、ちょっとそこに座れよ」

　佐野さんに言われて僕は牧さんの横に座った。

　前田製菓の担当である牧さんは吉田さんと仲が良いらしく、牧さんの前任だった佐野さんも同じく吉田さんとは親しい間柄だ。

「あのさ、水嶋、お前暇だろ」

「こら牧、言葉が違うやろ」

　牧さんはいつもひょうひょうとした感じで話す。

　初めて会う人の懐にすぐ入り込める人柄で多少失礼な言葉遣いがあった時もすぐ許される。人懐っこく軽く見えるが仕事は凄く細かくてしっかりしているからだ。

　佐野さんはその牧さんに絶大な信頼を寄せている。

「水嶋さ、お前吉田さんと一緒に新商品の開発しろよ、まあ動きだしは年明けかららしいけど」

　急に言われて僕はびっくりした。

「開発って？」

「もちろん前田製菓の商品や。前田さんが中身でうちが包装をやるってことになってな」

「吉田さんがお前を指名してきたってこと、どうや、やる気あるか？」

「どうもこうも正社員でもない僕がそんな大変な役・・・」

　牧さんが何事もなかったかのような口調で言った。

「要はさ、俺年明けから大日本ハムの担当になるから忙しいのよ、だからお前がやれって事」

　あっさりした口調で言い切られて不安になった僕を見る吉田さんの表情も不安そうだった。

「吉田君、大丈夫や。うちがひいきにしているデザイン会社と連携していくし、ある程度まで牧も付けるから」

「わかりました。恵介、よろしくな」

　吉田さんが嬉しそうに言った。

「ついでにさ、お前年明けから暫く前田製菓も担当しろ、もちろんメインは牧だけど簡単な仕掛かりや打合せもお前がやっていけ」

　佐野さんの一言で僕は牧さんと一緒に前田製菓の担当になった。







　年末、雪が降っていた。 

　僕は佐野さん、牧さんと前田製菓に引き継ぎの挨拶に向かった。

　メインは牧さんだといっても牧さんは年明けから大手の担当になるのでアドバイスを貰う程度で実質の担当は僕になるのだ。しっかりスーツを着るのも初めてだし、名刺を扱うのも初めての経験だ。

　僕達は応接室に通された。

　吉田さんと資材担当の中谷さんとの挨拶だ。

「来年から御社担当になる水嶋です、よろしくお願いします」

「ああ、夏くらいに一度納品に来てくれたね」

　窓口の中谷さんは僕を覚えていてくれた。 

「中谷さんが資材担当だからしっかりな」

「まあ、先ずは欠品しないようにたのみますよ～、牧さんみたいに」

　中谷さんは悪い笑顔を浮かべて牧さんを見た。

「新人の時の話はもう勘弁して下さい」

　中谷さん、佐野さん、牧さんは大笑いした。

　僕と吉田さんは事情が分からず顔を見合わせた。

　会議室は和やかな雰囲気だった。 今まで佐野さん、牧さんが築いてきた関係を引き継ぐわけだから頑張ろう。 

　ただ、１人だけ苦手な人がいた。 ドアがノックされると、応接室に吉田さん程ではないが、かなり背が高く、がっちりした体形に口ひげを生やしたスーツ姿の男が入ってきた。福井部長だ。 

「こんにちは、お～佐野さんも来てたんかいな」

　声も大きくまるでオール巨人みたいな人だ。 僕は佐野さんに紹介され、福井部長とも名刺を交換した。

「水嶋さん！しっかり頼みますよ！欠品、駄目よ！ねえ牧さん！」

　僕は福井部長に背中をたたかれ気合を入れられた。そして再び牧さんの勘弁して下さいよ～、という言葉で場が笑いに包まれた。

　その後一時間ほど談笑したのち、僕達は会社に向かった。

　帰りの車中、運転しながら決意した。 

　来年からもっともっと頑張らないと。 

　と思った時、後部座席の佐野さんが言った。 

「水嶋は大丈夫や、この半年はえらい頑張ってるのがわかる。自信もってやれ」

「まあなんかあったら言ってこいよ」

「ありがとうございます」

　僕はこういう所に恵まれていた。 

　大学時代も吉田さんや先輩達によくしてもらったし、目上の人から面倒をみて貰えた。 そのおかげでいつも自信を持ってやっていけた。 

「売り上げ牧さんの倍にしてやりますよ」

　会社までの道のりは来年に向けて気持ちの入る道のりだった。




　年末があっという間に過ぎ、新年を迎えた。

　僕は実家に帰省していたので一弥と脇坂と合流して初詣に行った。そのあと久しぶりにまる徳で新年会を行った。

　小さなお祝いも兼ねて。 

　脇坂がデザインした作品が大きなイベントのイメージキャラクターとして使われる事になったらしい。

　入社一年目の新人としては異例の快挙だったそうだ。 

「あたしゃね」

　酒に酔った脇坂はいつも以上の勢いで喋りまくった。選ばれたことが本当にうれしかったのだ。 

　何時しか三人はあの頃のようにバカな大笑いをしながら飲んだ。 一弥も小さいながらも地域のプロジェクトチームの責任者に抜擢されて仕事は順調みたいだ。 

　二人は確実に先を見ている。一歩一歩進んでいる。

　僕も二人の笑顔を見て先に進もうと決心した。







　新年の挨拶を前田製菓に済ませ、吉田さんと例の新商品の打合せをした。

　テスト販売は４月の前半からなのでデザインは３月初旬までに完成させ、同時に中身の完成。

　新商品は子供向けのおやつだ。

　吉田さんとしては入社してから初めての立ち上げ商品という事で福井部長からも熱いエール、というより気合を入れられたらしい。僕はそれを佐野さんと牧さんに報告した。

「じゃあ、ＢＢオフィスに連絡入れておくから明日牧といってこいな」

　ＢＢオフィスとはうちが懇意にしているデザイン会社だ。今までも数多くの有名商品のデザインを手がけていて、前田製菓としても期待していた。




　翌日、営業先から戻ってくる牧さんを待って一緒に出発した。牧さんもこのデザイン会社はよく通っているらしく、今日会う相手とも付き合いは長いらしい。

　ただ今回牧さんには紹介だけしてもらって話を進めるのは僕の仕事だ。だから隣で陽気に鼻歌を歌いながら携帯をいじる牧さんがうらやましく思った。

　やがてデザイン会社に到着して、一度ネクタイを締めなおした。

　牧さんが先導し、受付を済ませ応接室へ行くとそこには既に先方の担当者が待っていた。

「あら、牧ちゃん久しぶり、相変わらず成績いいらしいじゃない」

「いえいえ、鳥羽さんあっての僕ですから」

「もう、あいかわらず口が巧いんだから」

　僕は牧さんの後ろで口がポカンと開いていた。

　女性口調ではあるが、牧さんが話している相手は見た目が明らかな男性だからだ。

「それでね鳥羽さん、今日は頼みがあってきたんですよ」

「聞いてるわ、なんでも新商品の開発ですってね」

「そうなんす、その担当がコイツです、うちの新人の水嶋です」

　僕はさっきまでの緊張はどこかへ吹っ飛び、違う緊張に襲われた。

　芸術系の世界では中性的な人が多いと聞いたことがあるが僕にとっては初めてみるタイプの人だった。名刺を交換した後も手を握られ鳥羽さんは何か喋っていたけど僕の耳には何も残らなかった。

「鳥羽さん！」

　牧さんが突っ込みを入れて鳥羽さんも悪ふざけだったのか、普通になり席に座った。

「でもね牧さん、うちも今凄い立て込んでるんですよ」

　丁度内勤の女性がお茶を用意してくれている時に鳥羽さんが言った。

「上からは佐野さんの頼みだから頼むぞって言われてるんだけど、今日お二人が来るまでに色々調整はしてみたんだけど納期的にちょっと厳しい可能性があるんだよね」

　暫く牧さんが腕組みをして考えた。

「そうっすか、じゃあしょうがないですね、ちょっとうちも相談してみます」

「あの！」

　牧さんが口から顎に手を滑らせて言いかけた時、女性の声がした。

「あの、すみません、私に何かお手伝いできることはないでしょうか？」

「宮田」

　鳥羽さんが彼女の方を見て言った。

　僕は宮田と呼ばれた彼女の顔を見たとたん唖然とした。彼女は髪型は違うけどその容姿が沙織にそっくりだった。

「宮田、ここ座んなさい」

　鳥羽さんは腕組みをして彼女に指示を出した。

「初めまして、宮田真帆と申します」

　彼女は素早く名刺を出して牧さんと僕に挨拶をした。

「宮田・・・真帆・・・」

　僕は頭の中がパニック状態になったが、その場では鳥羽さんが話し始めた。

「それもありかな、牧さん、水嶋さん、宮田は・・・」

　彼女は最近このデザイン会社に入社したらしく、それまではフリーで個展などをひらいていたらしい。たまたまその個展を見たデザイン会社の社長がその画力に惚れこんでスカウトしてきたとのことだった。

「宮田はまだ研修期間で商品デザインはやった事はないけど実力は折り紙つきです、宮田、やってみるか？」

「はい！」

　彼女は満面の笑みで返事をした。

　牧さんはあっさりじゃあお願いしますと返事をして、鳥羽さんも自分がアシストするからと宮田さんをバックアップする方向で考えてくれた。僕は彼女と名刺交換してからあまりそのあとの会話の記憶がなかった。

　会社に帰ると佐野さんが吉田さんの試作品を食べながら待っていた。

「おお、おかえり、お前らこれ食ってみろ、凄くまずいぞ」

「佐野さん勘弁して下さい」

　吉田さんはずっと佐野さんのペースで茶化されていた。

「で、どうだったんや」

「鳥羽さんはダメだったんですけど宮田さんという新人さんが担当してくれるそうです、経験は少ないけど社長お墨付きの実力みたいですよ」

　牧さんがいうと佐野さんは不思議そうな顔で僕を見た。

「どうしたんや水嶋」

「ああ、こいつなんかあっち行ってから様子がへんなんすよ、鳥羽さんの変な冗談間に受けたか大仕事任されて緊張してるかって感じすかね」

「鳥羽の奴またふざけたんか、しょうがないやつやな」

「まあ、皆でバックアップするから水嶋がんばれよ」

　牧さんが僕の背中を強く叩いた。

「恵介頼むぜ」

　吉田さんも笑顔で言った。

　僕は、はいと返事はしたが、宮田さんの顔が頭から離れなかった、それくらい沙織と瓜二つだったからだ。

　僕は一弥に連絡を取り久しぶりに飲みに行った。 

　地元の駅で待ち合わせをしてよくいく居酒屋に行った。

「珍しいな、お前が誘うなんて」

「どうせ暇だったろ」

「こっちは忙しいんだよ！」

「何忙しだよ」

　会話もいつかのテンションで盛り上がった。 

　しばらくして一弥が言った

「なんかあった？」

　ちょっと言い出すのに引っ掛かりがあったが僕は切り出した。 

「一弥、奇跡って信じるか？」

　一弥は不思議な顔をしていたが、しばらく黙って僕が話す内容を聞いてくれた。

「ま、とにかく恵介が元気になってきてよかったよ」

「元気になった？」

「いや、なんか、なんとなくだけど口調が昔に戻ってきたかなって思って」

　その日は二人で遅くまで飲んだ。

　一弥に言いたいことを全部言ったのだろうか、記憶には残っていないがスッキリした。僕はフラフラになったまま寮にたどり着いてベッドに倒れ込んだ。 

　そこにふと目に入ったものがあった。 

　クロスのネックレス。

　クリスマスに沙織がくれたプレゼント。 

　僕は手を伸ばしそれを首に掛けて眠りに入った。 

　夢でいい。 

　また沙織に会いたい。

　夢の中だけでいい、沙織のぬくもりを感じたい。

　目が覚めたら僕は沙織のいない現実に泣いてしまうかもしれない。

　でも、それでいい、君に会いたい。







　普段の仕事をこなしつつ、デザイン会社とうちの会議室と場所は交互に週一回ずつのペースで僕は宮田さんと打合せをするようになった。

　会うたびに、沙織にそっくりな彼女を見ると何ともいえない気持ちになり、アイディアを出しても集中できなかった。

　そんな事が続いてあっという間に２月も半ばに入っていた。僕と宮田さんはまだデザインのイメージすら出来ていなかった。

「子供向けの商品となるとかわいいキャラクターを中心に考えるべきでしょうか」

「そうですね」

「それか、色をパステル調とか柔らかいものも良いかもしれませんね」

「そうですね」

　僕は宮田さんと出会ってから１カ月以上が経ってはいたが、頭の中のモヤモヤが消えなかった。

　別人だと分かっていても彼女の目を見て話す事さえもままならなかった。それくらい彼女は沙織に似ていた。

「水嶋さん、ちゃんと考えてますか？」

　打合せに集中できていない僕に宮田さんが言った。

「すいません」

　ただ謝るだけの僕に彼女は笑顔で言った。

「水嶋さん、今を戦えないものに明日とか来年を言う資格はない、私たちにとっての初仕事、頑張りましょう！」

　僕はドキッとした。宮田さんの言葉に聞き覚えがあったからだ。バッジオの言葉、沙織がよく言っていた言葉の一つだった。

　僕は彼女の目をしっかり見て言葉を発した。

「あのっ」

　それと同時にドアがノックされ、佐野さんが入ってきた。

「どうや調子は」

　二人は佐野さんに一礼して揃って下を向いた。

「なんや、こんだけ時間かけてまだイメージも提出できんのか」

　そういうと佐野さんは机の上にあるラフ画を手にとって見ていた。そしてそれを破いた。

「全く、こんな部屋の中でウダウダやってるから話が進まへんねん、たまには気分転換に外でも行ってこいや」

「はあ」

「全く、頭の中だけで考えたらあかん。目に見えているモノだけが本当の形とは限らんのやで」

　そういうと佐野さんは僕の肩をはたいて出ていった。

「水嶋さん」

　宮田さんはそういうと残りのラフ画も破り僕に行った。

「外に出てみましょう、私たちの頭の中だけで考えているから話が進まないんだと思います。実際に外に出て親子連れや子供たちを見に行ってみましょう」

　そういうと宮田さんはニコッと笑ってスケッチブックやペンを鞄に入れた。

　僕達は渋谷に向かった。

　町には沢山の親子連れやカップルでごった返していた。

　彼女は街を歩く人たちを観察しながらメモに記していった。

　仕事ではあったが周りの人たちからしたら僕達もカップルのように見えているのだろうか。

　彼女はとても楽しそうに歩いていた。僕は歩いた道が沙織とクリスマスに歩いた道や街並みで、所々取材に集中できなかったが、楽しそうに笑顔を向けてくる宮田さんには悟られないように努めた。

「よし！まとまってきた！」

　彼女がメモを勢いよく閉じて言った。

「水嶋さん、今日は有難うございました」

「こちらこそ有難うございました。なにかイメージできましたか」

「はい、今までは子供の事だけを考えていましたが、母親と一緒の子やカップルの楽しそうな表情を見ていたらこんなデザインを手に取りたいと思ってくれるようなイメージがわいてきました」

　彼女は凄く嬉しそうだった。

「それに」

「それに？」

「私、外でこんなに楽しい時間を過ごせたの初めてです。」

　その時の笑顔は沙織にそっくりだった。

「あの・・・」

「はい？」

　僕は初めて自分から話し始めた。

「もしよかったら、今度サッカー観戦でも行きませんか」

「サッカー観戦・・・ですか？」

「はい、イメージとは関係ないかもしれないけど、気分転換に」

「気分転換ですか」

　彼女はうつ向いて少し考えていたように見えた。

「やっぱ、興味ないですよね」

　僕はごまかしたが彼女は満面の笑みで答えた。

「いえ、嬉しいです、私サッカー大好きなんです。あんまり詳しくはないけど」

　僕はその笑顔を見つめていた。

「どうかしましたか？」

「・・・いえ、なんか凄く嬉しそうだったので」

「はい、とっても楽しみです」

　彼女は改めて笑顔を作って僕に言った。

「私、水嶋さんといると幸せな気分になれるんです、なんか昔からの幼馴染みたいな気持になるんです」

　その言葉に僕は無意識にうつむいた。

「どうかしましたか？」

「いえ、むしろ光栄です」

　僕は無理に笑顔を作って返事をした。

　すると彼女は強い口調で気持ちをぶつけてきた。

「じゃあなんでそんな顔するんですか？」

　気まずい空気になり、宮田さんの方が先に口を開いた。

「やっぱりサッカー観戦は無しにしましょう、それに仕事以外に外で会うのも無しにしましょう」

　彼女は続けた。

「私、時々水嶋さんを嫌な気持ちにさせてしまっているんじゃないかって思って、だって時々水嶋さんとても悲しい顔をされる時があるんです」

　僕はその言葉を聞いてちゃんと話さなければいけないという気持ちになった。

「宮田さん・・・聞いてくれますか？」

「はい」

　僕は正直に話そうと決意した。

「実は・・・今日歩いてきた道は昔彼女と歩いた街並みだったんです」

「水嶋さんどこか私に他人行儀だから、やっぱり恋人がいたんですね」

「はい、いました」

「過去形？」

「彼女といっても別に付き合っていたわけじゃないんですが」

　宮田さんの顔を見てしっかりと話した。

「その方は今どうされてるんですか？」

「４年前に事故で・・・」

　その言葉で二人の間にに再び沈黙が流れた。

「すみません思い出させてしまって・・・」

「いえ、むしろ聞いてほしかったんです。僕は彼女を愛していました。負け犬だった僕に彼女は、立ち上がる勇気をくれた。その恩返しをする直前に彼女は突然逝ってしまったんです」

　暫くの沈黙の後に宮田さんも意を決して話し始めた。

「水嶋さん、私あなたの事が好きです」

「宮田さん・・・」

「でもいいんです。伝えたかっただけですから、その方は幸せな方ですね。こんなに愛してもらえているなんて、水嶋さんの心にはその人がいる。私の入る隙間はないってことか・・・」

「でも、宮田さんといると彼女といる気持ちになれるんです・・・でもこれって・・・あなたにも彼女にも失礼ですよね・・・」

　宮田さんは涙をためながら優しく答えた

「そうですね。でも言ってくれた事が嬉しかった。私が言った事は忘れて下さい。今日は有難うございました」

　そういうと宮田さんはその場から駆けて行ってしまった。僕はその背中を見ながら、見えなくなってもずっとその方向を見つめたままだった。







　僕はそのあと一弥と脇坂に電話をして会う約束をした。

　僕が待ち合わせの喫茶店に到着するとすでに二人は到着していた。

「よっ」

　一弥は僕を見つけると立ち上がってハイタッチを求めてきたが僕は軽く叩き返すだけだった。

　僕の表情を見て一弥は気を利かせて冗談を言ってきたが、僕には苦笑いしかできなかった。

「なんだよ、また悩み事かよ」

　一弥が背もたれに寄りかかりながら言った。

「なんでわかった？」

「お前とは何歳から一緒にいると思ってんだよ、お前の考える事くらいわかるよ」

「どうしたのよ、久しぶりに会ったんだから楽しくいこうよ」

　脇坂が僕の背中を叩いて行った。

「そうだな」

「で、どうした？」

「あのさ・・・もし俺が沙織以外の人を好きになったらどうなる？」

　一弥が僕の顔をしっかりみて答えた。

「いいことじゃないのか」

　僕は自分の気持ちを話した。

「俺が沙織の事を忘れて他の人を好きになったら沙織の居場所が無くなってしまうんじゃないか、いつしか俺は沙織を忘れてしまうんじゃないかって思って」

「俺は、俺だけは沙織の事を覚えていてやらなきゃいけないんじゃないか」

　どんどん気持ちが落ちてくる僕に脇坂がやさしく声を掛けた。

「あのさ、確かに恵介は沙織の事を覚えていなくちゃいけないと思う。」

　一弥が隣で小さくうなずいた。

「恵介は、沙織が唯一人生の中で愛した人だったんだから、沙織の事を覚えていてあげて欲しい」

　何も言えない僕に脇坂は続けた。

「だけど、あんたが人を愛することを恐れて幸せになっちゃいけないと思って苦しみながら生きていくのは違うと思う」

　脇坂の言葉が僕の止まっていた時計の針を動かした。

「・・・生きている人間は幸せにならなきゃいけないんだよ。」

「脇坂・・・」

「その人の事を好きになって、本当に恵介が幸せになった時、沙織もきっと喜ぶんじゃないかな・・・そんな気がする」

　僕はうつむいていた顔をあげて二人の顔をじっと見つめた。

「ありがとう、俺頑張ってみるよ、新しい恋、どうなるかわからないけど俺らしく、精一杯頑張ってみるよ、仕事も、恋愛も」

　そういうと一弥が立ち上がり笑顔で言った。

「恵介、覚えてるか？　沙織の言葉。」

「うん？」

「ＰＫを外す事ができるのは、ＰＫを蹴る勇気があるものだけだ」

　そういうと一弥は笑顔で手のひらを頭上に掲げた。

　僕は苦笑いを浮かべてそれを叩いてがっちり握手をした。そしてコートを羽織り、店を後にした。一弥と脇坂はお互い顔を見合わせて笑顔で僕を見送ってくれた。

　僕は店を出ると携帯電話を取り出して宮田さんに電話を掛けた。

「あの、今から会ってくれませんか・・・お願いします！・・・じゃあ、今から１時間後に・・・僕の大切な場所に連れて行きます。」

　僕はなんとか宮田さんを説得して会社の車で彼女を迎えに行った。遅い時間だったが、僕は車を走らせてあの場所を目指した。

　道中はお互い会話することはなかった。ただ高速道路の明かりが過ぎていくだけだった。

　ようやく目的地に到着した。

　大学時代、沙織を連れてきたあの高台だ。車を降りて彼女をガードレールのある場所まで案内した。

　僕は気持を落ち着かせ話しかけた。

「この場所に来ると不思議に心が落ち着くんです。僕の秘密の場所」

「綺麗…」

　彼女は高台の手すりに手を乗せて夜景を見ていた。 後ろから見た彼女は沙織そのものだった。 

　僕は彼女の横に立ってふと彼女を見た。 

「……」

　暗がりの中だったが、彼女の頬を涙が伝って見えた。 

「ごめんなさい」

　それを見た僕に気づいて彼女は我に返った。

　 僕は涙に気付かなかったふりをした。 

「水嶋さん」

　彼女の呼び掛けで沈黙が崩れた。 

「はい」

「私も実は水嶋さんに話したい事があったんです」

　そういうと彼女は静かに話し始めた。 

「私、あの会社に入って間もなかったんです」

　僕は黙って聞いた。 

「それまでは病院でリハビリをうけていて…」

　暫く沈黙があった

「姉がいたんです」

　僕はずっと彼女の目を見ていた 

「私、生まれたときから心臓が弱くてずっと病院の中で生活をしていました」

「姉はいつも病院にきて色んな話をしてくれて私を励ましてくれました」

　彼女は胸にそっと手を当てて、思い出すかのように話し始めた。




「真帆～、今日も元気にしてた？」

「またサークルの馬鹿がウジウジしてるから頭にきてひっぱたいちゃった」

「あいつったらね、試合に勝って感極まっちゃって、泣きだしたもんだから恥ずかしかったわよ」

「それでね、あいつったら・・・」




　彼女は真っ直ぐ僕の方に向きなおした。

「私は外の世界を知らなかったのでいつも姉から聞く話が絵本のようなとても素敵な話を　読んでもらっている様でした」

「そうだったんですか」

「はい、強気で結構がさつな性格の姉でしたけどね」

　宮田さんは優しく微笑んだ。

「みや…」

　僕の呼び掛けをかき消す様にでた彼女の言葉は信じられない言葉だった。 

「沙織です」

「!!」

「姉の名前は清水沙織と言います」

　僕は全身に電気が走った。 

　自分の耳を疑った。

　と同時に一瞬何も聞こえなくなったような、目の前に流れるものすべてがスローモーションになった。

「それって…」

　僕はまだ現実を把握できなかった。

　ただ彼女は沙織が自分の姉だと言った。 

「違っていたらごめんなさい。姉がいつも話していたサークルの人が水嶋さんじゃないかなって思ってしまって」

　彼女は涙をためて言った。

「沙織がお姉さんって」

「私達は双子の姉妹なんです。でも両親が離婚して…私はその時も体が悪くて病院でした。母方に引き取られていた姉が心配してくれて学校を休んだりしてお見舞いに来てくれたりしていました。」

　そういえば沙織はよく学校を休んでいた。 

　いつか心配になった僕は沙織に聞いた事があった。 でも沙織は嫌な顔せず家の用事だと言っていただけだった。 

「そうだったんだ…」

　僕は目を落とした。

「姉は事故で亡くなりました」

　その言葉に僕はあの頃の記憶は思い出したくなかった。 

　僕はその場から逃げ出しただけで何もしてあげられなかったし、葬儀にも参加していなかった。 

「姉が私を助けてくれました」

　涙でくしゃくしゃな彼女は笑った。 

「私は生まれた時から心臓に欠陥があってずっと病院での生活をしていました」

「姉が事故に会って病院に運ばれてきた時、脳死の状態だったそうです」

　僕はあの最後の晩を思い出していた。 

　明日も勝つよと約束した直後に事故は起きていた。 

「姉はここにいます」

　そういうと彼女は僕の手を取りそっと胸に手をやった。

「姉は私の為にドナー登録をしてくれていたそうです」

　事故に逢った後、医師と家族の話し合いで心臓の移植手術をした、それから彼女はリハビリを重ねて、外に出られるようになり、好きだった絵画を描く事で今のデザイン会社の社長にスカウトされたのだ。 

「それ、本当の話…？…いや、ごめん。そうじゃなくて」

「水嶋さんと一緒にいるとき、姉が教えてくれたのかもしれません。この人があの人だよ、この場所は前に私が一緒に行ったことある場所だよって」

　僕は聞きながら涙が溢れてきた 

「姉は病気の私を気遣ってか、恋愛はしないって決めていたそうです」

「沙織・・・」

　こんな奇跡的な事が起こっていたなんて 

「もしかしたら姉が私たちを巡り合わせてくれたのかもしれませんね」

　僕は彼女の手を取り、目をじっと見つめた。その顔が沙織にしか見えなかった。

「・・・沙織・・・」

　そう言うと彼女の目が曇った。

　そして彼女は僕の手を離して一歩後ろに下がった。

　暗がりの中でとても悲しい目をしていた様にも見えた。

「宮田さん・・・」

「帰りましょうか」

　彼女は無理に笑顔を作ってそういうと、車の方に歩いて行った。







　納期に向け僕達はデザインを完成させる為に頑張った。ただあれ以来、余計な会話や空気はそこには存在しなかった。

　ようやく佐野さんも納得いくデザインが完成し、そこで宮田さんとは一旦お別れとなった。僕は吉田さんと前田製菓で打合せを重ねつつ、うちの会社の工場でサンプル用の印刷作業に入った。

　そして、サンプルも完成し、佐野さんが会社の代表として前田製菓と最終段階の打合せをしに行く日がやってきた。




朝の朝礼が終わり、僕と牧さんは書類を持って前田製菓へ向かう佐野さんを見送った。

「水嶋、いよいよだな」

　牧さんがいつもの調子とは違う真面目な顔で言った。さすがの牧さんも緊張しているようだった。

　僕は今自分の持っている力を全て出し切った達成感はある。しかし、結果が全てのこの世界はそう甘くないことは解っているから僕も徐々に緊張が高まってきた。

　昼を過ぎた頃宮田さんがやってきて僕たちは会議室で佐野さんの帰りを待った。宮田さんも初めて担当する商品だから凄く緊張しているようだった。

　三人はお互いを見ることなく、部屋の空気は緊張感で一杯になっていた。




　緊張した時間は続いていた。やがて廊下から会話しながら人が近づいてくる気配がした。佐野さんだけではない事はわかっていたが、佐野さんと一緒に来た人は僕達が想像していなかった来客だった。
　ドアがノックされ、三人の男性が入ってきた。佐野さんの後には福井部長が入ってきた。

「福井部長！」

　牧さんが驚いた。

「話は終わったんだが福井さんが直接結果を伝えたいと仰るもんやからわざわざ来ていただいたんや」

　佐野さん、福井部長に続いて部屋に入ってきた吉田さんが僕の隣にいる宮田さんに気付き、唖然とした。

「沙織？　恵介、なんで沙織が・・・」

　宮田さんは何も言わず吉田さんの元に進み、名刺を差し出した。

「今回デザインをさせて頂きました、ＢＢオフィスの宮田真帆と申します」

　吉田さんはしばらく狐につままれたような表情をしていたが、我に返り、名刺を交換した。







　吉田さんが鞄からサンプル商品を取り出し、机に並べていった。

その僅かな時間で僕と宮田さん、牧さんは緊張がピークに達した。

　福井部長が低い声で話し始めた。

「わが社で今回吉田が立ちあげた新商品を社内会議で検討した結果・・・」

　三人は一斉に唾を飲み込んだ。

「その結果、静岡に回す事に決定しました」

　僕と宮田さんがお互い顔を見合わせる中、牧さんが飛び上がった。

「やった～！おい、水嶋、やったな！」

「どういう事ですか？」

　牧さんは緊張から解放されて饒舌に語り始めた。

「いいか、静岡に回すってことは販売決定、ていうかテスト販売決定ってことなんだよ」

　佐野さんと福井部長は満面の笑みで牧さんの話を聞いた。

「静岡県ってのは日本の真ん中だろ？　関東の味も関西の味も交わる場所なんだよ」

　僕は牧さんの話に聞き入った。

「だから静岡県民てのは味の固定概念がないから静岡でテスト販売してそれから全国に回って行くんだよ！」

「おお！」

　僕は立ち上がって無意識に宮田さんの手を取った。

「宮田さん！」

　彼女もびっくりした感じでただただ手を取り合った。

「おいおい」

　牧さんが素早く切り替えて僕達をおちょくった。

「まあ皆座れや」

　佐野さんの一声で室内は冷静な空気に戻った。

「味も良いし、デザインも目に留まる。吉田、いいもの作ったな」

　福井部長が吉田さんをねぎらった。

「水嶋、宮田さん、お前たちもよく頑張ったぞ」

　佐野さんが僕達を褒めてくれた。

「会社はこの商品が将来エース級の売り上げになるだろうと期待しているぞ」

　吉田さんが何度も福井部長に頭を下げた。

「こんな若い人たちがこんなにも素晴らしい商品を考えてくれたなんて、直接お礼が言いたくてね」

　そういうと福井部長は僕達に握手を求めてきて僕は少し震えながらその手を強く握り返した。改めて福井部長は深く礼をすると会議があるのでと吉田さんを残して先に部屋を出た。

「やったな水嶋」

　牧さんが僕の頭をくしゃくしゃにした。

　落ち着いた後に佐野さんがそれともうひとつ・・・と切り出した。

「これを機会に水嶋には正社員として働いてもらおうと思うがどうや」

「えっ、本当ですか？」

　佐野さんは僕と、そして宮田さんを見て優しく言った。

「それに、これからお前も守らなきゃいけないものが増えてくる、それにはちゃんとした生活もしていかなきゃな」

　僕は目線を宮田さんに移した。彼女はただ下を向いているだけだった。

　あの夜以来ちゃんとした会話は無かったから僕には彼女が何を思っているのか想像できなかった。

「まあ、あとは自分で、自分たちで考えろや」

　牧さんがニタニタ笑いながら僕達を見ていた。僕は何ともいえない気持ちになって部屋を飛び出した。

「お、俺早速正式な発注書作ってきます」

「私も上司に報告しに社に戻ります」

　宮田さんも逃げるようにその場から立ち去った。

「全く、煮え切らないやつらやな」

「そういう奴なんですよ、恵介は」

　佐野さんが笑いながらいうと吉田さんも僕達が出て言ったドアの方を見ていた。

「ところで牧」

「なんすか？」

「頑張らんと、す～ぐ水嶋に追い抜かれるかもな」

「へいへい」

　牧さんの調子のいい返事に会議室に大きな笑いが起こっていたのを僕は１階のオフィスで聞いていた。







　次の休日、僕はある場所に向かった。 

　向かった先は沙織が眠っている墓地 。

　僕はあの結果が出た日の夜、色々な事を考えた。そして、ここに来る事を決意した。

　沙織の眠る墓石に花を供え、水を掛け、線香に火をつけた。

　僕はしゃがみ、静かに目を閉じて沙織と会話をした。

　ふと人の気配に気づき、振り返るとそこには宮田さんが立っていた。

「水嶋さん、偶然ですね」

「はい、偶然です。僕、ここに来るのは今日が初めてなんです」

　そういうと僕は再び沙織と向き合い話しかけた。

「沙織…ありがとう」

「いつまでたってもお前に見守られていたなぁ」

「俺さ、真帆さんと一緒に歩んでもいいかな」

　そう言って僕は宮田さんの所に歩み寄った。

　彼女も僕と正面に向きなおした。

「宮田さん、もう一度やりなおしてもいいですか」

「はい？」

　宮田さんは優しい目で僕の顔を見つめていた。

「もう一度、あなたに出逢って恋をする所から」

　彼女の目には涙がこぼれ落ちそうなくらいたまっていた。

「水嶋さん」

「はい」

「ありがとう・・・」

　僕を真っ直ぐ見てそう言った彼女は沙織の気持ちを伝えるかのように穏やかな表情だった。そこには沙織もいるような気がした。

　僕は彼女の手を取って名前を呼んだ。

「真帆さん、よろしくおねがいします」

「はい」

　笑顔と涙でくしゃくしゃになった彼女の頬に一枚の桜の花びらがとまった。

　見上げると風に吹かれて沢山の桜の花びらが舞っていた。

　季節はまた、新しい春を迎えた。




完



  
あとがき




　【シーズン～巡り合い～】を最後までお読み頂き、誠にありがとうございます。




　荒川の土手をランニングしながらふとこんな作品を創りたい、と思ったのは２００５年の冬でした。

　その頃はただ漠然とした設定だけが頭を過り、慣れないキーボードを叩きつつもほんの１ページを書いた所で手は止まってしまいました。

　その後２年の時間が経ち、私はある作家さんと出逢い、その人は【一度想ったならどんな形であれ完成させるべきだ】と私にアドバイスをしてくれました。

　それから私は通勤や移動の電車やバスの中で携帯電話のメモ機能を使い、少しずつ書いてはパソコンに送信し、つぎはぎながら創作を進めていきました。内容としては荒く、今作品とはだいぶ違う内容でストーリーが構成されていました。ですがある程度の量が仕上がり、改めてあのとき私にアドバイスを下さった作家さんと再会し、その作品を恥ずかしながら読んで頂きました。

　するとその作家さんは【この作品、私が脚本にしますから舞台でやってみませんか？】とご提案頂きました。

　その作家さんとは小金丸大和さんです。

　その頃小金丸さんは少年マガジンの【ハンマーセッション！】など何作かマンガ原作を手掛け、テレビドラマの脚本も担当したりしてお忙しい時期にも関わらず、私の作品に興味を持って頂きました。

　また、それと同時に作品の主人公【恵介】にピッタリな役者がいる。と瀬戸祐介さんという若い俳優を紹介してくれました。

　彼は舞台【テニスの王子様】に出演していたイケメン俳優です。

　彼と逢って話をしてみると、私の中にある【恵介】が更に躍動しだしました。まさに主人公【水嶋恵介】がそのまま出てきたかのような衝撃を受け、私はある興奮を覚えて一気に原作を書き上げました。瀬戸さんを原作世界に投じることで私の頭の中で勝手にストーリーが展開されていったのです。




　２０１１年の３月、作品は舞台作品として完成されました。

　しかし、２０１１年３月１１日、東日本大震災が起こりました。

　丁度その日は役者の皆さんが作品を完成させるための稽古の大詰め段階にありました。

　翌週明けから劇場に乗り込もうと意気込んでいたその時でした。

　週が明けて私も劇場入りの日には心配で駆けつけましたが、都心の交通網は完全にマヒし、役者達も劇場まで来られない状態でした。お客様の安全等も考慮し、やるべきかどうかを悩んでいたその時福島第一原発事故が起こり、公演中止を決定。役者さん達は出来上がった筈の作品を一度も披露することなく幕を閉じました。

　その時まだ椅子も並べられていない劇場内で関係者全員で流した涙は一生忘れる事はないでしょう。

　私は小金丸さんや関係者の皆さんと話し合い、この東日本大震災を経て、この作品のテーマである【人は幸せにならなくてはいけない】を更に強く意識し作品に修正を加え、ついに同年８月に舞台上演できる運びとなりました。

　公演は好評で連日満席だったそうです。

　大変な苦労を乗り越えて上演を叶えて下さった関係者各位、ご来場下さったお客様に改めて感謝の気持ちでいっぱいです。

　震災は突然訪れ、大切なものを一瞬で奪い去り、人々の心に大きな傷を作りました。

　只の平凡な生活が本当の幸せなのだという事をあらためて教えてくれました。

　その頃私も震災の影響ではありませんが大きな悲しみを経験しました。恥ずかしながら２年たった今でもまだ心の傷は癒えていません。

　ですが作中にある脇坂の言葉「生きている人間は幸せにならなくちゃいけないんだよ」という言葉がこの作品のテーマであり一番大事な意味を持っています。

　長い人生の中、人は色々な人と出逢い、別れて、楽しい事や悲しい事を経験しながら成長していきます。

　作品名である【シーズン～巡り合い～】はどんな悲しい事があっても時間が経てばまた同じ季節は巡ってくる、沢山の人と出逢い、経験を重ねて前を向いて生きていこう、ということを表現したくて付けたタイトルです。

　私もまだ心の傷は癒えてはいませんが、時間を掛けてでも前を向いて歩いていきたいと思います。

　その第一歩としてこの作品を完成させることが出来ました。

　最後にこの作品を出版するにあたり、お力添え頂いた編集の安倍さんはじめ私にきっかけを与えて下さった小金丸大和先生、作品のイメージにぴったりの表紙イラストを書いて下さった高橋伸輔先生。そしてこの作品を完成させる為の環境を整えて下さった全ての皆さんに改めて感謝申し上げます。

　ご購読いただいた皆さんにも何か心に残るシーンやフレーズが届けられたら、この作品を読んで頂いた事で小さな一歩でも明日からがんばろうと思って頂く事が出来たら幸いです。

　最後までお付き合い頂き有難うございました。




２０１２年・晩秋　【一悟】





  
著者紹介




　７７年生まれ。

　明治大学出身。大学時代は体育会硬式野球部に所属し、大学日本一も経験。

　大学卒業後、一般企業に勤めるが、脱サラしてフリーのライターになる。

　その後ネット番組やイベントを中心に構成作家として活動。

　今作【シーズン～巡り合い～】が小説家としての処女作となる。

　便利屋としても活動。

　芸能プロの若手役者のプロフィール用写真撮影や映像系、声優系問わず養成所の講師も行っている。

　趣味は草野球と犬の散歩。ＵＦＯキャッチャーの名手でもある。




  
寄稿




青春の、残影　　　小金丸こがねまる大和やまと





　少年時代の夢。学生時代の夢。昔の夢。

　そんな夢を見て、目覚めて、戸惑った経験はありませんか？

　その夢は、負けたくなかった試合だったり、はかなく散った恋であったり、とにかく何らかの思い残しであったり。

　その夢の中で過去の自分が精一杯あがいているのだけれどどうにもならず、目覚めると大人になった、現在の自分がいる。

　そしてあの時ああしておけば良かったとか、どうするべきだったとか思い悩みながら、顔を洗い、服を着替え、仕事に出かける。そんな青春の残影と再会した朝は、時に悔しく、時に楽しく、心に感動を遺します。

　一悟氏の処女作「シーズン～巡り合い～」を拝読した時の第一印象は、まさにそんな朝と同じ気持ちでした。

　そしてその残影がどんなに辛くても、楽しくても、人は前に向かって歩き出さなければいけません。そして、未来の扉を開いていかなくてはいけないのです。それぞれが忘れ得ぬ思い出を胸に秘めながら・・・。そんな勇気とメッセージを、この作品からいただきました。

　皆様にも、きっとお楽しみいただけると思います






小金丸大和


作家・脚本家

主な作品

　週刊少年マガジン【ハンマーセッション！】原作

　ヤングマガジン【遊撃少女遊美】原作

　ＮＨＫ　木曜時代劇【夏雲あがれ】脚本

　ＴＢＳ　ドラマ30【スウとのんのん】脚本　ほか





  




シーズン～巡めぐり合あい～
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